
十
八
世
紀
以
降
、
清
代
中
国
の
広
州
よ
り
欧
米
に
向
け
て
盛
ん
に
輸
出
さ
れ

た
も
の
に
茶
葉
が
あ
っ
た
。
そ
の
主
要
な
生
産
地
の
一
箇
所
が
、
武
夷
山
脈
南

側
即
ち
福
建
省
側
の
山
麓
で
あ
っ
た
。
同
地
で
生
産
さ
れ
た
茶
葉
は
、
山
越
え

で
陸
路
に
よ
り
福
建
省
か
ら
江
西
省
へ
輸
送
さ
れ
、
信
江
沿
い
の
河
口
鎮
か
ら

江
西
省
内
の
水
運
、
即
ち
信
江
を
下
り
省
都
南
昌
方
面
に
向
か
い
、
さ
ら
に
南

の
広
東
省
か
ら
北
に
向
か
っ
て
流
れ
る
籟
江
を
遡
航
す
る
水
運
を
利
用
し
て
江

西
省
の
南
安
府
、
現
在
の
大
余
に
至
り
、
再
び
山
越
え
で
大
庚
嶺
・
梅
関
を
経

て
広
東
省
の
南
雄
州
、
現
在
の
南
雄
市
に
至
っ
て
再
度
水
運
を
利
用
し
て
広
州

(
1
)
 

ま
で
輸
送
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
広
州
で
外
国
船
に
積
み
か
え
ら
れ
海
外
に
輸

出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

清
代
に
お
い
て
広
州
よ
り
欧
米
に
向
け
て
輸
出
さ
れ
た
福
建
茶
葉
の
集
荷
地

の
一
所
で
あ
っ
た
江
西
省
河
口
鎮
の
地
理
的
状
況
と
現
況
及
び
、
武
夷
山
市
よ

り
河
口
鎮
ま
で
の
道
程
は
、
か
っ
て
の
茶
葉
輸
送
経
路
の
一
端
に
該
当
す
る
た

は
じ
め
に

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
日
鎮
の
歴
史
と
現
況

め
、
鉛
山
縣
の
河
口
鎮
を
訪
れ
実
地
調
査
し
た
い
と
考
え
二

0
0
一
年
八
月
二

七
日
に
第
九
届
国
際
明
史
学
術
討
論
会
の
た
め
に
滞
在
し
た
福
建
省
の
武
夷
山

市
よ
り
車
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
江
西
省
の
鉛
山
縣
に
あ
る
河
口
鎮
を
訪
れ
た
。

武
夷
茶
葉
の
一
集
荷
地
で
あ
る
武
夷
山
市
星
村
よ
り
鉛
山
縣
ま
で
は
山
越
え
の

(
2
)
 

道
路
を
経
て
お
よ
そ
―
一
三
km
ほ
ど
あ
る
が
、
山
越
え
の
道
路
で
あ
る
た
め
片

道

三

時

間

ほ

ど

要

し

た

。

．

そ
こ
で
、
清
代
お
よ
び
現
在
の
河
口
鎮
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
こ
の
時
の
実

地
調
査
の
行
程
を
含
め
て
述
べ
て
み
た
い
。

清
代
の
河
口
鎮

七

(
3
)
 

江
西
省
の
河
口
鎮
は
清
代
に
お
い
て
同
省
内
の
四
大
市
鎮
の
一
っ
と
さ
れ
る
。

明
治
四

0
年
（
一
九

0
七
）
の
在
長
沙
帝
国
領
事
館
報
告
の
「
江
西
ノ
商
情
」

の
「
過
去
現
在
ノ
商
情
」
に
よ
れ
ば
、

乾
隆
以
来
天
下
昇
平
ニ
シ
テ
各
地
ノ
商
情
旺
盛
ヲ
極
メ
、
殊
二
江
西
ハ
福

建
、
広
東
、
湖
南
、
安
徽
ノ
間
二
介
在
セ
ル
ヲ
以
テ
商
況
頗
ル
繁
華
ヲ
呈

松

浦

章



シ
、
所
謂
江
西
商
人
ノ
基
礎
ヲ
作
レ
リ
。
当
時
ノ
物
産
ハ
景
徳
鎮
ノ
磁
器

ヲ
最
ト
シ
、
吉
安
韻
州
ノ
商
人
多
ク
ハ
景
徳
鎮
ノ
磁
器
ヲ
繋
賣
シ
テ
家
ヲ

起
セ
リ
。
各
地
ノ
都
市
中
景
徳
鎮
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
、
臨
江
府
ノ
樟
樹
、
南

昌
府
ノ
呉
城
ヲ
較
ヤ
繁
華
ノ
地
卜
為
ス
。

樟
樹
ハ
吉
安
、
南
昌
ノ
中
間
二
在
リ
テ
東
撫
州
、
建
昌
二
連
リ
西
瑞
州
、

臨
江
、
哀
州
二
通
セ
リ
。
呉
城
ハ
揚
子
江
二
瀕
シ
、
都
陽
湖
二
臨
ミ
遡
上

百
八
十
清
里
ニ
シ
テ
南
昌
二
至
リ
、
下
ル
コ
ト
百
八
十
清
里
ニ
シ
テ
湖
口

ニ
至
ル
。
凡
ソ
民
船
ノ
南
昌
ヨ
リ
下
リ
湖
ロ
ヨ
リ
遡
上
ス
ル
者
ハ
必
ス
此

地
ヲ
経
過
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
故
二
貨
物
ノ
広
東
ヨ
リ
揚
子
江
二
運
搬
セ

ラ
ル
ル
者
ハ
樟
樹
二
集
中
シ
タ
ル
後
、
呉
城
ヨ
リ
輸
出
セ
ラ
レ
、
湖
南
、

湖
北
、
安
徽
、
江
蘇
ヨ
リ
揚
子
江
二
入
ル
貨
物
ハ
呉
城
二
集
中
シ
タ
ル
ノ

後
、
樟
樹
二
至
ッ
テ
各
販
路
二
分
配
セ
ラ
ル
ル
ノ
状
態
ナ
リ
キ
。
而
シ
テ

当
時
西
洋
雑
貨
ノ
供
給
ハ
皆
広
東
ヨ
リ
仰
ギ
、
加
フ
ル
ニ
漕
折
ノ
制
未
ダ

改
メ
ラ
レ
ズ
、
毎
年
米
穀
運
送
時
期
二
至
レ
ハ
樟
樹
、
呉
城
ハ
実
二
帆
植

(4) 

江
ヲ
蔽
フ
ノ
観
ア
リ
キ
。

と
あ
り
、
清
代
に
お
け
る
江
西
省
の
有
力
な
景
徳
鎮
や
呉
城
、
樟
樹
等
の
市
鎮

の
繁
栄
の
状
況
を
概
観
し
て
い
る
。

そ
の
四
大
市
鎮
と
は
世
界
的
に
有
名
な
景
徳
鎮
磁
器
を
生
産
し
た
景
徳
鎮
が

最
初
に
あ
げ
ら
れ
る
。
景
徳
鎮
は
江
西
省
の
東
北
部
に
位
置
し
、
清
代
は
饒
州

府
浮
梁
縣
に
属
し
て
い
た
。
そ
し
て
樟
樹
鎮
が
あ
る
。
樟
樹
鎮
に
つ
い
て
、
江

西
巡
撫
祁
碩
の
乾
隆
四
十
三
年
（
一
七
七
八
）
閏
六
月
十
七
日
付
け
奏
摺
に
お

い
て
、
「
臨
江
府
属
清
江
縣
所
轄
之
樟
樹
鎮
地
方
、
賓
為
水
陸
衝
衝
、
商
民
雑

(
5
)
 

虞
、
奸
良
莫
孵
、
弾
歴
稽
査
、
最
関
緊
要
。
」
と
あ
り
、
水
陸
の
交
通
至
便
の
地

で
あ
り
多
く
の
商
民
が
集
散
す
る
地
で
あ
っ
た
。
同
地
は
江
西
省
の
省
都
南
昌

(
6
)
 

の
南
西
部
に
位
置
し
薬
剤
市
場
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
清
代
は
臨
江
府
清
江

縣
に
属
し
て
い
た
。
さ
ら
に
呉
城
鎮
が
あ
る
。
呉
城
鎮
に
つ
い
て
も
江
西
巡
撫

海
成
の
乾
隆
四
十
二
年
（
一
七
七
七
）
七
月
十
六
日
付
け
の
奏
摺
に
お
い
て
「
呉

城
鎮
、
五
方
雑
虞
、
商
賣
雲
集
、
有
弾
歴
地
方
、
査
拳
匪
籟
之
責
、
非
強
幹
之

(7) 

員
、
不
能
為
理
。
」
と
あ
り
、
呉
城
鎮
に
も
各
地
の
商
人
が
集
ま
っ
て
く
る
た
め

様
々
な
事
件
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
官
員
に
は
強
靭
で
処
理
能
力

に
長
け
た
人
物
が
必
要
と
さ
れ
る
地
で
あ
っ
た
。
同
地
は
長
江
流
域
に
連
な
る

都
陽
湖
の
西
に
位
置
し
、
韻
江
が
都
陽
湖
に
流
入
す
る
河
口
に
あ
り
、
清
代
は

南
昌
府
新
建
縣
に
属
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
三
鎮
と
並
ぶ
の
が
河
口
鎮
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
同
報
告
の
「
各
市

場
情
況
」
に
、

廣
信
府
府
城
ヲ
距
ル
西
方
七
十
清
里
ノ
地
ヲ
河
口
鎮
卜
為
ス
。
人
口
約

(
8
)
 

八
萬
、
其
物
産
ト
シ
テ
連
泡
紙
ニ
シ
テ
年
額
百
余
萬
元
二
上
ル
。

と
、
廣
信
府
の
河
口
鎮
が
あ
っ
た
。

江
西
省
の
東
部
に
位
置
し
信
江
に
瀕
す
る
河
口
鎮
は
、
清
代
に
お
い
て
は
廣

信
府
鉛
山
縣
に
属
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
河
口
鎮
に
関
し
て
、
若
干
の
研
究
が

あ
る
の
み
で
、
日
本
で
も
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

河
口
鎮
が
大
い
に
発
展
し
た
の
は
武
夷
山
麓
産
の
茶
葉
の
集
荷
地
と
し
て
江

西
省
内
の
水
運
を
利
用
し
て
広
東
省
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
深
く
関
係
す

る
。
普
通
に
考
え
れ
ば
武
夷
山
麓
産
の
茶
葉
は
、
武
夷
山
の
南
麓
か
ら
陽
渓
、

一八



建
渓
、
閲
江
等
の
水
運
を
利
用
し
て
福
州
に
集
荷
し
沿
海
航
運
を
利
用
し
て
広

州
に
輸
送
す
る
の
が
便
利
と
考
え
る
が
、
清
朝
は
そ
れ
を
南
京
条
約
締
結
後
の

五
港
開
港
ま
で
許
可
せ
ず
、
江
西
省
経
由
の
輸
送
を
強
い
た
の
で
あ
っ
た
。

清
代
に
お
い
て
江
西
省
経
由
の
経
路
で
福
建
か
ら
広
州
ま
で
は
五

0
日
か
ら

六
0
日
を
要
し
た
。
五
港
開
港
以
降
は
、
内
河
水
運
で
福
州
ま
で
は
春
は
四
日
、

秋
な
ら
ば
八
日
で
あ
り
、
さ
ら
に
沿
海
航
運
を
利
用
す
れ
ば
広
州
ま
で
は
一
四
、

(10) 

一
五
日
程
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
内
河
水
運
輸
送
の
一
起
点
で
あ
っ
た
河
口
鎮

は
武
夷
山
脈
山
麓
で
生
産
さ
れ
る
茶
葉
の
一
大
集
荷
地
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る。
一
九
―
一
年
の
上
海
東
亜
同
文
書
院
の
実
地
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、

河
口
鎮
は
名
は
鎮
名
な
れ
ど
も
大
型
民
船
上
航
の
終
点
に
位
し
上
下
貨
物

の
積
替
地
に
し
て
、
又
福
建
、
浙
江
方
面
と
の
交
通
の
要
衝
な
る
を
以
て
、

往
時
は
商
業
頗
る
殷
盛
を
極
め
、
呉
城
鎮
、
景
徳
鎮
と
共
に
江
西
の
三
鎮

と
称
せ
ら
れ
た
り
し
も
、
一
度
長
江
に
汽
船
通
じ
て
よ
り
以
来
、
本
省
西

南
部
一
帯
の
取
引
は
長
江
筋
の
奪
ふ
と
こ
ろ
と
な
り
、
為
に
漸
次
衰
微
し

て
今
や
昔
日
の
面
影
な
し
、
然
れ
ど
も
、
前
述
の
如
く
福
建
、
浙
江
方
面

の
交
通
の
要
路
な
る
を
以
て
、
現
在
も
尚
商
業
上
有
力
な
る
地
位
を
全
然

(11) 

失
ひ
た
る
も
の
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
河
口
鎮
は
長
江
に
汽
船
航
行
す
る
以
前
の
帆
船
航
行
の
盛
時

に
お
い
て
多
い
に
繁
栄
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
河
口
鎮
が
属
す
る
上
級
府
廣
信

府
の
地
方
志
で
あ
る
同
治
『
廣
信
府
志
』
巻
一
之
一
、
彊
域
に
、
「
河
口
鎮
‘
-
―
―

十
里
距
府
城
（
廣
信
府
）
、
計
水
程
八
十
里
」
と
あ
り
、
河
口
鎮
は
府
城
の
あ
る

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況

九

廣
信
府
よ
り
水
路
三
十
里
の
距
離
に
あ
っ
た
。
同
箇
所
に
割
り
注
が
あ
り
、

(13) 

江
浙
閻
毒
商
販
叢
集
、
船
隻
暫
泊
゜

と
あ
り
、
河
口
鎮
に
は
江
蘇
、
浙
江
、
福
建
、
広
東
か
ら
の
商
人
が
参
集
し
船

舶
の
寄
港
す
る
地
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
治
『
鉛
山
縣
志
』
巻
三
、

地
理
、
津
梁
の
福
恵
河
に
、

福
恵
河
、
在
縣
治
二
十
五
都
、
即
河
鎮
之
小
河
。
（
中
略
）
嘉
慶
十
九
年
同

(14) 

知
彰
昌
運
勧
捐
修
復
、
改
名
福
恵
河
。
（
下
略
）

と
あ
り
、
河
口
鎮
の
小
河
で
あ
っ
た
福
恵
河
は
、
嘉
慶
十
九
年
(
-
八
一
四
）

に
鉛
山
縣
同
知
の
彰
昌
運
の
主
導
に
よ
り
修
復
さ
れ
新
た
に
福
恵
河
と
名
付
け

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
彰
昌
運
が
記
し
た
記
録
に
河
口
鎮
の
状
況
を
端
的
に

表
現
し
て
い
る
。
同
治
『
鉛
山
縣
志
』
巻
三
、
地
理
、
津
梁
の
福
恵
河
の
条
に

附
さ
れ
た
「
彰
昌
運
記
」
に
、

河
口
居
信
江
之
西
南
隅
、
日
中
為
市
、
懲
遷
者
皆
資
水
利
、
舟
揖
帆
植
、

(15) 

信
水
既
通
之
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
嘉
慶
十
九
年
当
時
に
鉛
山
縣
同
知
で
あ
っ
た
彰
昌
運
が
記
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
の
記
事
か
ら
も
十
九
世
紀
前
半
の

河
口
鎮
の
繁
栄
は
信
江
の
水
運
に
よ
る
帆
船
航
運
と
極
め
て
密
接
な
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

乾
隆
八
年
刊
『
鉛
山
縣
志
』
巻
一
、
地
理
、
彊
域
、
鎮
に
、

河
口
鎮
、
縣
西
三
十
里
、
即
古
沙
湾
市
也
。
営
信
河
・
鉛
河
二
水
交
會
之

衝
、
在
油
口
九
陽
石
之
上
、
商
賣
往
来
、
貨
物
貯
緊
、
隠
然
為
縣
西
之
保

障
。
明
萬
暦
間
、
石
佛
棄
巡
検
司
何
清
奉
文
駐
笥
河
口
。
今
初
之
。
按
河



口
之
盛
、
由
来
旧
芙
。
（
中
略
）
貨
衆
八
閻
川
廣
、
語
雑
両
浙
淮
揚
、
舟
揖

(16) 

夜
泊
、
続
岸
燈
輝
゜

と
あ
り
、
河
口
鎮
は
古
く
は
沙
湾
市
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
乾
隆
四
十

九
年
刊
『
鉛
山
縣
志
』
巻
二
、
都
祁
、
市
鎮
に
、

河
口
鎮
、
縣
酉
二
十
里
、
即
古
沙
湾
市
也
。
営
信
河
・
鉛
河
二
水
交
會
之

衝
、
在
泊
口
九
陽
石
之
上
、
商
賣
往
来
、
貨
物
貯
漿
、
隠
然
為
縣
西
之
保

障
。
明
萬
暦
間
、
石
佛
棄
巡
検
司
何
清
奉
文
駐
箭
。
乾
隆
四
十
年
、
改
駐

(17) 

湖
坊
、
移
軍
糧
分
府
駐
笥
於
此
゜

と
あ
る
。
さ
ら
に
同
治
『
鉛
山
縣
志
』
巻
二
、
地
理
、
彊
域
、
鎮
に
、

河
口
鎮
、
縣
北
三
十
里
、
即
古
沙
湾
市
也
。
嘗
信
河
・
鉛
河
二
水
交
會
之

衝
、
在
泊
口
九
陽
石
之
上
、
商
賣
往
来
、
貨
物
充
物
、
為
阜
通
利
用
之
取
。

明
萬
暦
間
、
石
佛
塞
巡
検
司
何
清
奉
文
駐
笥
。
乾
隆
四
十
年
、
改
駐
湖
坊
、

(18) 

移
軍
糧
分
府
駐
笥
於
此
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
河
口
鎮
は
信
河
と
鉛
河
が
合
流
す
る
水
運
に
便
利
な
地
で
あ

っ
た
た
め
、
各
地
か
ら
商
人
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
物
資
が
集
散
す
る
地
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
明
代
の
萬
暦
年
間
に
は
巡
検
司
が
、
清
代
の
乾
隆
四
十

年
（
一
七
七
五
）
に
は
駐
防
官
が
駐
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

河
口
鎮
は
旧
名
沙
湾
市
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
若

干
触
れ
て
み
た
い
。

(19) 

明
代
の
嘉
靖
『
鉛
山
縣
志
』
巻
三
、
圏
籍
、
鎮
に
は
、
圏
口
鎮
と
紫
渓
鎮
の

二
鎮
の
記
述
は
あ
る
も
の
の
沙
湾
市
は
む
ろ
ん
河
口
鎮
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

康
煕
二
十
二
年
刊
『
廣
信
府
志
』
巻
三
、
地
輿
志
、
坊
郷
の
鉛
山
縣
の
郷
の

沙
湾
市
縣
西
三
七
熙
゜

と
あ
る
。
さ
ら
に
康
熙
二
十
二
年
『
鉛
山
縣
志
』
巻
一
、
彊
域
、
市
に
、

ママ

沙
湾
市
縣
西
三
十
里
、
即
河
口
。
営
信
河
・
鉛
山
二
水
交
會
之
衝
、
泊

ロ
・
九
陽
石
之
上
、
舟
揖
湊
泊
、
商
賣
往
来
、
貨
物
貯
衆
、
隠
然
為
縣
西

之
保
障
也
。
荷
為
八
閻
孔
道
、
商
賣
貿
遷
、
絡
繹
不
絶
。
今
路
由
仙
霞
、

(21) 

市
壇
蒲
條
、
大
非
昔
日
芙
゜

と
あ
り
、
河
口
鎮
は
古
く
沙
湾
市
と
呼
称
さ
れ
信
河
、
鉛
河
の
合
流
す
る
地
に

近
く
舟
運
に
適
し
て
い
た
た
め
商
船
や
商
人
、
貨
物
が
多
く
参
集
す
る
地
と
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
福
建
省
と
浙
江
省
を
結
ぶ
浙
江
省
衝
州
府
江
山
縣
の
仙
霞

関
が
開
か
れ
る
と
、
そ
の
繁
栄
が
減
退
し
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
條
に
関

連
す
る
編
者
の
注
釈
に
、

偲
曰
、
時
地
盛
衰
、
登
不
以
数
哉
。
石
塘
・
河
口
鉛
二
鎮
也
。
石
塘
以
造

紙
為
業
、
河
口
為
八
閻
孔
道
、
賣
客
貿
遷
、
貨
物
舗
陳
、
昔
之
市
鎮
頗
豊
、

而
近
少
替
芙
。
（
中
略
）
河
口
原
侍
閻
貨
為
生
涯
、
近
因
取
道
仙
霞
、
遂
分

河
口
、
今
来
者
、
皆
肩
挑
小
販
、
輿
撥
浅
小
靭
、
歌
店
有
人
、
而
牙
行
製

肘
、
舗
舎
有
名
、
而
貿
易
無
実
。
一
値
公
務
、
如
取
船
採
買
之
属
、
不
至

偏
貼
数
金
、
牽
連
数
百
家
不
止
。
又
閾
中
遷
民
、
去
住
不
測
、
毎
難
防
範
゜

(22) 

嗚
呼
二
鎮
、
盛
衰
之
理
、
大
概
見
突
。

と
あ
る
。
康
煕
二

0
年
代
に
は
鉛
山
縣
の
石
塘
鎮
と
河
口
鎮
は
同
縣
を
代
表
す

る
市
鎮
と
な
っ
て
い
た
。
石
塘
鎮
は
造
紙
業
で
河
口
鎮
は
福
建
と
結
ぶ
商
業
市

鎮
と
し
て
発
展
し
て
い
た
。

条
に
、

四
〇



こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
河
口
鎮
は
清
代
に
お
い
て
沙
湾
市
と
し
て
興
起
し
、
康

熙
年
間
に
河
口
鎮
と
し
て
の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
判
る
。

乾
隆
四
十
八
年
刊
『
廣
信
府
志
』
巻
、
地
理
、
彊
域
の
信
江
の
条
に
、

信
江
一
道
、
水
路
。
（
中
略
）
至
河
口
鎮
三
十
里
、
距
府
城
計
水
程
八

(23) 

十
里
。

と
あ
り
、
同
条
の
割
り
注
に
、

(24) 

江
浙
閻
毒
商
販
、
叢
集
茶
葉
・
煙
・
等
各
貨
、
漿
集
大
小
船
隻
亦
多
停
泊
゜

と
あ
り
、
江
蘇
、
浙
江
、
福
建
、
広
東
の
商
人
が
参
集
し
茶
葉
や
タ
バ
コ
や
タ

ケ
ノ
コ
等
の
貨
物
が
集
荷
し
、
こ
の
た
め
大
小
多
く
の
船
舶
が
沿
江
に
停
泊
す

る
状
況
で
あ
っ
た
。

同
治
『
廣
信
府
志
』
巻
一
之
二
、
地
理
、
物
産
に
、

(25) 

今
建
安
之
茶
、
多
取
道
鉛
之
河
口
鎮
、
而
銘
実
無
佳
苓
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
福
建
省
建
寧
府
の
建
安
縣
で
生
産
さ
れ
た
茶
葉
は
武
夷
茶
と

同
様
に
河
口
鎮
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
河
口
鎮
に
は
多
く
の
物
資
が
集

荷
さ
れ
て
い
た
。

同
治
『
鉛
山
縣
志
』
巻
六
、
建
置
、
公
癬
に
、

湖
坊
巡
検
司
在
石
佛
塞
、
萬
暦
間
移
駐
河
口
、
国
初
初
之
、
至
乾
隆
三
十

(26) 

六
年
、
奉
文
改
駐
今
地
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
同
書
、
巻
六
、
建
置
、
河
口
公
署
に
、

(27) 

分
防
同
知
署
在
河
ロ
一
堡
官
山
沿
、
乾
隆
―
―
―
十
九
年
奉
文
建
。

と
あ
る
よ
う
に
、
湖
坊
巡
検
司
は
石
佛
塞
に
あ
っ
た
の
を
乾
隆
三
十
六
年
（
一

七
七
一
）
に
奉
文
に
よ
っ
て
河
口
鎮
に
移
駐
さ
れ
、
さ
ら
に
奉
文
に
よ
っ
て
乾

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況

四

隆
三
十
九
年
（
一
七
七
四
）
に
は
分
防
同
知
署
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
駐

防
官
署
の
設
置
は
河
口
鎮
の
盛
況
に
伴
っ
て
多
く
の
人
々
が
参
集
す
る
こ
と
の

防
備
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

薙
正
十
二
年
（
一
七
一
二
五
）
三
月
初
一
日
付
け
の
署
理
江
南
総
督
印
務
趙
弘

恩
の
奏
摺
に
、

廣
信
府
界
、
連
閻
浙
安
徽
―
二
省
、
而
廣
信
・
鉛
山
二
営
、
僅
共
官
兵
七
百

(28) 

八
十
餘
員
名
、
分
防
一
府
七
縣
、
似
覚
汎
廣
兵
単
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
廣
信
府
は
福
建
省
と
浙
江
省
と
安
徽
省
と
接
す
る
重
要
な
地

域
に
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
廣
信
と
鉛
山
の
二
箇
所
に
兵
営
が
あ
る
の
み

で
、
全
員
で
七
八

0
余
名
の
人
員
で
一
府
七
縣
の
広
い
地
域
を
管
轄
す
る
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
十
八
年
後
に
お
い
て
も
防
備
の
状
況
に
大
き

な
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
次
の
奏
摺
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

乾
隆
十
八
年
（
一
七
五
三
）
五
月
十
一
日
付
け
の
署
両
江
総
督
江
西
巡
撫
の

郡
容
安
の
奏
摺
に
、

鉛
山
営
河
口
汎
、
離
営
三
十
里
、
該
地
興
閻
省
之
崇
安
縣
連
界
、
為
水
陸

往
来
要
道
、
原
防
外
委
把
総
不
足
以
資
弾
歴
、
且
防
兵
十
名
、
巡
察
難
周
゜

(29) 

（
中
略
）
河
口
地
方
賓
属
水
陸
衝
要
、
原
設
弁
兵
勢
力
単
薄
、
難
資
防
範
。

と
あ
る
。

乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
の
和
坤
等
の
題
本
に
も
、

廣
信
府
河
口
鎮
…
該
鎮
地
営
衝
要
、
五
方
雑
虞
、
分
防
弾
歴
、
非
精
明
強

(30) 

幹
之
員
、
不
克
勝
。

と
あ
り
、
河
口
鎮
に
対
す
る
防
備
の
必
要
性
は
喚
起
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
河



口
鎮
は
福
建
の
崇
安
縣
と
結
ぶ
水
陸
の
重
要
な
要
衝
に
あ
る
た
め
、
そ
の
繁
忙

が
さ
ら
に
進
展
し
て
い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
防
備
の
状
況
は
極
め
て
手
薄
で
あ

っ
た
こ
と
は
こ
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

河
口
鎮
の
防
衛
上
の
重
要
性
は
嘉
慶
年
間
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
嘉

慶
十
年
(
-
八

0
五
）
十
月
初
二
日
付
け
の
慶
桂
等
の
題
本
に
も

廣
信
府
同
知
分
防
河
口
鎮
、
地
営
衝
要
、
五
方
雑
虜
、
係
衝
繁
難
、
三
項

(31) 

相
兼
要
訣
、
非
精
明
強
幹
之
員
、
不
克
勝
任
。

と
あ
り
、
河
口
鎮
は
「
衝
・
繁
・
難
」
の
三
項
、
即
ち
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、

商
業
市
場
と
し
て
繁
忙
の
地
で
あ
り
、
多
く
の
様
々
な
人
々
が
集
散
す
る
地
と

し
て
防
備
上
難
し
い
地
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
。

な
お
石
佛
塞
は
、
同
治
『
鉛
山
縣
志
』
巻
二
、
地
理
、
彊
域
、
塞
に

石
佛
塞
縣
治
西
南
九
十
里
、
山
高
地
峻
、
洞
如
峡
口
、
接
部
武
府
光
澤
界
、

山
澗
中
有
怪
石
、
如
佛
因
名
。
（
中
略
）
萬
暦
間
遷
立
河
口
、
乾
隆
四
十
年

(32) 

俯
遷
湖
坊
。

と
あ
り
石
佛
塞
は
武
夷
山
脈
中
に
あ
り
、
現
在
の
武
夷
山
市
に
当
た
る
清
代
の

崇
安
縣
の
南
西
部
に
隣
接
す
る
祁
武
府
光
澤
縣
と
の
県
境
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

同
治
『
鉛
山
縣
志
』
巻
二
、
地
理
、
張
域
、
鎮
の
按
語
に
よ
れ
ば
、

按
河
口
之
盛
、
由
来
薔
突
。
貨
衆
八
閲
川
廣
、
語
雑
両
浙
淮
揚
、
舟
揖
夜

(33) 

泊
、
続
岸
燈
輝
、
市
井
晨
炊
、
沿
江
霧
布
、
斯
鎮
勝
事
。

と
あ
り
、
河
口
鎮
の
隆
盛
は
福
建
や
四
川
、
湖
南
、
湖
北
の
貨
物
が
参
集
し
て

き
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
た
め
両
浙
、
両
淮
、
揚
州
な
ど
の
言
語
が
入
り
混
じ

り
、
船
舶
が
夜
に
停
泊
し
て
い
る
状
況
は
、
舟
の
灯
り
が
川
岸
を
照
ら
し
て
い

臨
江
會
館
在
河
口
三
堡
。
道
光
二
十
六
年
、
閾
郡
士
商
偶
募
鼎
建
。
（
下

略）

吉
安
會
館

徽
州
會
館

昭
武
會
館

籟
州
會
館

浙
江
會
館

南
昌
會
館

建
昌
會
館

永
春
會
館

山
映
會
館

施
徳
會
館

全
福
會
館

る
と
見
ら
れ
た
。
ま
た
町
の
朝
飴
の
た
め
の
炊
事
の
煙
は
川
筋
を
霧
が
帯
の
よ

う
に
覆
っ
て
い
た
と
あ
る
。
こ
の
状
況
が
河
口
鎮
の
盛
況
を
物
語
っ
て
い
る
と

言
え
る
。

さ
ら
に
河
口
鎖
の
盛
況
振
り
は
、
同
治
『
鉛
山
縣
志
』
巻
七
、
建
置
、
附
各

會
館
に
、

在
河
ロ
一
堡
。
乾
隆
二
十
四
年
、
建
。
道
光
二
十
四
年
、
懐
゜

（
中
略
）
重
建
。
同
治
十
一
年
、
（
中
略
）
重
修
。

在
河
口
三
堡
小
河
沿
。
嘉
慶
九
年
、
重
建
。
（
下
略
）

在
河
ロ
一
堡
後
街
。
道
光
三
年
、
山
映
客
商
重
修
。
（
下
略
）

在
河
口
三
堡
小
河
沿
。
嘉
慶
七
年
、
閾
邑
士
商
偶
建
。
咸
豊

間
被
焚
熾
。
同
治
九
年
復
重
建
。
（
下
略
）

在
河
口
三
堡
。
乾
隆
三
十
八
年
、
重
修
。
（
下
略
）

在
河
口
三
堡
。
嘉
慶
二
年
（
中
略
）
重
建
。

在
河
口
四
堡
。
乾
隆
十
四
年
、
（
中
略
）
建
。
（
中
略
）
嘉
慶
十

二
年
（
中
略
）
重
修
。

即
文
公
祠
、
在
河
口
三
堡
鄭
家
街
。
新
安
士
商
公
建
。

在
河
口
三
堡
。
道
光
三
年
（
中
略
）
重
修
。

在
河
ロ
一
堡
。
嘉
慶
十
五
年
（
中
略
）
建
。
道
光
二
十
四
年

被
火
焚
燎
、
合
郡
士
商
重
建
。
（
下
略
）

在
河
ロ
一
堡
。
道
光
二
十
五
年
、
同
邑
諸
人
偶
募
重
建
。
（
下

四



貴
渓
會
館

公
輸
子
祠

中
州
公
所

在
河
口
三
堡
。
咸
豊
十
一
年
、
被
毒
匪
焚
熾
遺
址
尚
存
。

在
河
口
三
堡
。
程
公
祠
前
。

在
河
口
三
堡
油

i

麻
灘
゜

(34) 

瑞
州
會
館
在
河
口
三
堡
小
縞
衝
大
街
。
（
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
創
建
、
重
建
の
年
代
が
明
ら
か
な
も
の
で
最
も
早
い
も
の
は

乾
隆
十
四
年
（
一
七
四
九
）
に
河
口
鎮
が
属
す
る
廣
信
府
の
南
西
部
に
隣
接
す

る
建
昌
府
出
身
者
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
建
昌
會
館
で
あ
る
。
そ
れ
に
次
ぐ
の

が
福
建
省
出
身
者
が
創
建
し
た
乾
隆
二
十
四
年
（
一
七
五
九
）
の
全
福
會
館
が

あ
る
。
乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
重
修
の
浙
江
會
館
、
嘉
慶
七
年
(
-
八

0
二
）
重
建
の
江
西
省
都
の
出
身
者
に
よ
る
南
昌
會
館
、
同
年
重
修
の
安
徽
省

寧
国
府
施
徳
出
身
者
に
よ
る
施
徳
會
館
が
あ
る
。
ち
な
み
に
施
徳
は
徽
州
府
の

北
に
隣
接
す
る
縣
で
あ
る
。
嘉
慶
九
年
（
一
八

0
四
）
重
建
の
福
建
南
西
部
の

出
身
者
に
よ
る
永
春
會
館
、
嘉
慶
十
五
年
(
-
八
一

0
)
に
創
建
さ
れ
た
江
西

省
南
西
部
の
出
身
者
の
韻
州
會
館
、
道
光
―
―
一
年
（
一
八
二
三
）
重
修
の
山
西
商

人
、
映
西
商
人
に
よ
る
山
映
會
館
、
同
年
重
修
の
福
建
部
武
府
の
昭
武
會
館
な

ど
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
内
、
公
輸
子
祠
は
詳
細
が
明
ら
か
で
は
無
い
が
、
山
西

省
の
晋
祠
に
公
輸
子
祠
が
あ
る
こ
と
を
奈
良
行
博
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
奈

良
氏
に
よ
れ
ば
晋
祠
の
公
輸
子
祠
は
「
職
業
神
を
祀
る
珍
し
い
祠
だ
が
、
『
晋
祠

志
』
は
、
晋
祠
営
繕
の
エ
匠
た
ち
が
自
ら
の
た
め
に
造
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と

(35) 

い
う
。
」
こ
と
か
ら
、
河
口
鎮
の
公
輸
子
祠
も
何
ら
か
の
エ
匠
の
職
業
會
館
の
機

能
を
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況

略）

四

周
知
の
よ
う
に
會
館
、
公
所
は
「
此
會
館
公
所
コ
ソ
支
那
商
人
ヲ
シ
テ
団
結

(36) 

ヲ
堅
ク
シ
信
義
ヲ
タ
モ
タ
シ
ム
ル
唯
一
ノ
機
関
ナ
レ
」
と
指
摘
さ
れ
る
ま
で
も

な
く
中
国
の
商
人
に
と
っ
て
重
要
な
機
関
で
合
っ
た
。
河
口
鎮
に
は
、
こ
れ
ら

一
四
の
會
館
と
一
公
所
及
び
一
祠
の
計
十
六
も
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、

河
口
鎮
の
商
業
市
鎮
と
し
て
の
盛
況
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。信

江
下
流
域
よ
り
河
口
鎮
ま
で
は
川
幅
が
広
く
水
路
と
し
て
水
量
も
多
い
が
、

さ
ら
に
浙
江
省
に
向
か
っ
て
信
江
を
遡
航
す
る
に
は
大
型
帆
船
で
は
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
は
東
亜
同
文
書
院
の
調
査
で
も
知
ら
れ
る
。

明
代
の
路
程
書
で
あ
る
『
天
下
水
陸
路
程
』
巻
七
、
四
江
西
城
由
廣
信
府

過
玉
山
至
浙
江
水
に
は
、

江
西
至
玉
山
水
緩
、
夜
有
小
賊
、
可
防
、
無
風
浪
之
険
。
鉛
山
河
口
之
上
、

(37) 

灘
多
水
少
、
船
不
宜
重
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
鉛
山
縣
河
口
鎮
よ
り
下
流
域
が
大
型
帆
船
の
水
運
に
適
し
た

流
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
七
九
三
年
（
乾
隆
五
八
）
に
イ
ギ
リ
ス
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
全
権
大
使

と
し
て
乾
隆
帝
に
謁
見
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
が
帰
路
に
際
し
て
浙

江
省
か
ら
江
西
省
を
経
て
広
東
省
広
州
に
至
る
が
、
そ
の
際
に
河
口
鎮
を
通
過

し
て
い
る
。
そ
こ
で
浙
江
省
の
常
山
か
ら
江
西
省
の
玉
山
に
至
り
水
路
を
利
用

し
た
。
こ
の
間
の
行
程
を
坂
野
正
高
氏
の
訳
を
借
り
て
記
し
て
み
た
い
。

「
一
七
九
三
年
―
一
月
ニ
―
日
（
木
曜
日
）
午
前
十
時
に
陸
路
の
旅
に
出

発
し
た
。
そ
し
て
中
途
の
浙
江
省
と
江
西
省
の
境
界
線
の
標
識
と
な
っ
て
い
る



建
物
で
食
事
を
し
た
。
次
い
で
、
二
十
四
マ
イ
ル
の
全
行
程
を
九
時
間
以
下
で

旅
し
て
、
こ
こ
玉
山
縣
到
着
し
た
。
旅
の
方
法
は
馬
で
行
く
か
、
屋
根
の
付
い

た
輻
に
乗
る
か
、
も
し
く
は
覆
い
の
な
い
輻
に
よ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、

(38) 

一
行
の
紳
士
諸
君
は
自
分
の
好
む
乗
物
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
」

「
十
一
月
二
十
三
日
（
土
曜
日
）
玉
山
縣
を
出
発
し
て
河
を
下
る
。
河
は
幅

が
八
十
ヤ
ー
ド
あ
り
、
浅
く
て
流
れ
は
速
い
。
両
岸
は
絶
壁
を
な
し
て
い
て
、

岸
に
は
こ
ん
も
り
と
木
が
茂
っ
て
い
る
。
」

「
十
一
月
二
十
四
日
（
日
曜
日
）
昨
夜
、
わ
れ
わ
れ
は
船
で
旅
を
つ
づ
け
た

が
、
最
近
の
雨
の
た
め
に
き
わ
め
て
濃
い
煙
霧
が
発
生
し
て
、
大
気
一
面
に
立

ち
こ
め
た
の
で
、
河
は
前
に
比
べ
る
と
か
な
り
幅
も
広
く
な
り
、
水
底
も
深
く

な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
航
行
は
し
ば
し
ば
危
険
を
伴
っ
た
ゆ
で
あ
る
。
船

は
た
び
た
び
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
ま
た
と
き
に
は
、
突
然
、
音
響
を
立
て
て
互

(40) 

い
に
衝
突
し
合
っ
た
。
」

十
一
月
二
十
四
日
「
正
午
、
わ
ら
わ
れ
は
河
口
鎮
と
い
う
大
き
く
立
派
な
村

落
で
停
止
し
た
。
こ
の
村
は
水
際
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
対
岸
に
は
パ
ン
チ
・

ボ
ー
ル
を
逆
さ
に
し
て
並
べ
た
よ
う
な
風
変
わ
り
な
丘
陵
が
連
な
っ
て
い
る
。

丘
は
主
と
し
て
黒
い
岩
石
か
ら
成
っ
て
い
て
、
そ
の
割
れ
目
か
ら
き
わ
め
て
大

き
な
樹
木
が
何
本
か
生
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
よ
り
大
き
な
船

に
乗
り
換
え
、
今
は
こ
れ
で
航
行
を
つ
づ
け
て
い
る
。
小
さ
い
方
の
船
は
た
い

へ
ん
乗
り
心
地
が
よ
く
、
便
利
に
で
き
て
い
た
が
、
荷
物
を
う
ま
い
具
合
に
格

(41) 

納
す
る
の
に
十
分
な
だ
け
の
場
所
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」

以
上
の
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
の
日
記
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
浙
江
省
と
江
西
省

こ
れ
ら
の
そ
ば
に
は
茶
や
他
の
商
品
を
東
の
鉛
山
や
西
の
郡
陽
湖
に
輸
送

の
省
境
に
水
源
を
発
す
る
信
江
は
玉
山
付
近
で
は
河
幅
も
狭
く
急
流
で
、
暗
礁

も
多
い
が
、
鉛
山
縣
の
河
口
鎮
に
達
す
る
と
流
れ
も
穏
や
か
で
水
深
も
深
く
、

河
幅
も
広
く
大
型
帆
船
の
航
行
に
適
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
信
江
は
河
口
鎮
よ
り
さ
ら
に
下
流
の
貴
渓
、
鷹
渾
を
経
て
郡
陽
湖

に
流
入
し
て
い
る
。

河
口
鎮
は
内
陸
河
川
を
利
用
す
る
水
運
の
と
り
わ
け
大
型
帆
船
を
利
用
し
た

航
運
の
一
終
着
点
と
し
て
物
資
の
集
散
の
起
点
と
成
っ
て
い
た
地
理
的
状
況
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

R
o
b
e
r
t
F
o
r
t
u
n
e
の
A
J
o
u
r
n
e
y
 to the 

T
e
a
 C
o
u
n
t
r
i
e
s
の
記
録
に
も
見
え
る
。

H
o
k
o
w
又
は

H
o
h
o
w
(
河
口
鎮
）
と
し
て
南
中
国
で
呼
ば
れ
る
町
は
帝

国
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
内
陸
の
町
―
つ
で
あ
る
。
こ
こ
は
北
緯
二

九
度
五
四
分
、
東
経
―
一
六
度
一
八
分
に
あ
り
、
私
が
下
っ
て
き
た

K
i
nー

k
e
a
n
g
河
（
信
江
）
の
左
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
大
き
さ
か
ら
判
断

し
て
ま
た
他
の
町
と
の
比
較
か
ら
見
て
人
口
は
約
三

0
万
人
に
等
し
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
紅
茶
貿
易
の
最
大
の
市
場
で
あ
る
。
中
国
の
あ

ら
ゆ
る
地
か
ら
商
人
が
こ
こ
に
や
っ
て
く
る
。
お
茶
を
買
う
た
め
と
か
、

そ
れ
を
得
て
他
の
省
の
他
の
地
域
へ
運
搬
す
る
た
め
で
あ
る
。

大
き
な
宿
舎
、
茶
行
や
倉
庫
は
町
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
見
か
け
、
特
に

河
岸
に
沿
っ
て
い
る
。
町
に
並
行
し
て
停
泊
す
る
舟
は
お
び
た
だ
し
い
数

で
あ
る
。
小
型
は
一
人
用
の
客
、
公
用
の
大
型
客
船
や
官
人
の
船
は
は
で

に
旗
で
飾
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。

四
四



清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況

図①

四
五

す
る
た
め
の
輸
送
船
が
あ
る
。
上
海
や
蘇
州
が
海
に
近
い
地
で
あ
る
の
に

(42) 

対
し
て
、

H
o
k
o
w
(
河
口
鎖
）
は
西
の
内
陸
地
方
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
十
九
世
紀
後
期
の
河
口
鎮
の
繁
盛
の
状
況
が
見

て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

信
江
流
域
の
帆
船
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
『
商
賣
便
覧
』
巻
二
、
各
省
船

名
様
式
に
江
西
省
の
帆
船
名
が
見
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
う
ち
信
江
流
域
の
関

係
す
る
船
式
名
を
列
記
す
る
と
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

巧
子
船
、
廣
信
人
架
多
。
其
船
大
小
不
一
。
大
的
七
八
個
倉
、
小
的
只
四

個
倉
。
頭
高
蛸
尾
、
播
起
如
竪
、
高
招
牌
様
。

丈
陽
魚
船
、
似
弓
子
、
蛸
尾
更
尖
、
小
暑
矮
些
゜

提
剋
子
、

t
陽
人
架
多
、
暑
似
ヨ
子
、
蛸
更
大
些
、
尾
竪
矮
些
゜

両
倉
、
小
剥
船
、
上
饒
・
鉛
山
・
玉
山
倶
有
、
似

t
陽
魚
船
様
。

羅
盪
子
、
貴
渓
、
安
仁
倶
架
、
其
船
両
頭
一
様
、
平
極
尖
小
、
船
大
小
不

一。

と
あ
り
、
江
西
省
内
河
の
う
ち
信
江
流
域
で
使
用
さ
れ
て
い
た
帆
船
式
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
例
か
ら
み
て
コ
子
船
が
最
大
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

コ
子
船
の
大
型
船
は
船
倉
が
七
倉
、
八
倉
の
も
の
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、

お
そ
ら
く
河
口
鎮
付
近
に
来
航
し
下
流
に
向
か
っ
て
下
航
し
て
い
た
の
は
こ
の

才
子
船
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
河
口
鎮
に
停
泊
し
て
い
た
帆
船
の
姿

の
一
端
は
、
乾
隆
四
十
九
年
『
鉛
山
縣
志
』
に
見
え
る
「
河
口
鎮
圏
」
（
図
①
）

か
ら
も
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
し
て
『
支
那
省
別
全
誌
』
に
は
一
九
一

0
年
頃
の
調
査
で
は
、



河
口
鎮
は
又
獅
江
と
も
云
ふ
、
蓋
し
対
岸
に
高
さ
六
、
七
十
尺
の
岩
石
屹

立
し
其
形
状
恰
も
獅
子
に
似
た
る
が
故
な
り
、
古
よ
り
商
業
盛
に
、
錦
江

流
域
の
中
心
地
と
し
て
夙
に
名
あ
り
、
さ
れ
ど
現
今
は
長
江
に
汽
船
を
浮

ぶ
る
に
至
り
し
か
ば
間
接
に
之
が
影
響
を
蒙
り
従
来
此
地
よ
り
貨
物
を
閻

毒
地
方
に
出
だ
せ
し
も
の
漸
く
減
ぜ
り
。
砥
頭
凡
て
十
六
、
中
二
個
は
対

岸
に
あ
り
、
之
を
下
流
よ
り
数
ふ
れ
ば
大
王
廟
、
建
昌
、
蒋
家
、
貴
渓
、

撫
州
、
新
橋
口
、
大
橋
口
、
馬
四
塀
、
五
埠
塀
、
巴
家
、
大
金
家
塀
、
小

金
家
塀
、
官
埠
頭
、
天
后
宮
と
し
、
対
岸
に
廟
完
、
中
洲
の
二
あ
り
、
執

れ
も
河
口
鎮
と
連
絡
す
べ
き
渡
船
の
砥
頭
に
し
て
廟
完
磯
頭
は
小
な
れ
ど

も
常
に
四
、
五
隻
の
渡
船
碇
泊
す
。
（
中
略
）
砥
頭
は
切
石
に
て
造
ら
る
。

此
附
近
に
て
あ
り
て
は
水
深
十
尺
、
市
街
は
河
岸
よ
り
高
き
こ
と
十
五
尺

(43) 

乃
至
二
十
尺
な
り
。

と
あ
り
、
乾
隆
四
十
九
年
『
鉛
山
縣
志
』
の
「
河
口
鎮
圏
」
に
は
埠
頭
名
が
見

え
な
い
が
、
『
支
那
省
別
全
誌
』
の
記
録
か
ら
、
河
口
鎮
側
に
十
四
の
埠
頭
が
、

対
岸
に
二
箇
所
の
埠
頭
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
河
口
鎮
附
近
で
の
信
江
の
水

深
は
約
三

m
、
市
街
区
は
水
面
よ
り
数

m
高
い
位
置
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

現
状
か
ら
見
て
も
堤
防
は
切
石
で
護
岸
さ
れ
『
支
那
省
別
全
誌
』
の
記
述
と
も

一
致
す
る
（
写
真
④
参
照
）

0

．

こ
の
内
、
官
埠
頭
渡
に
関
し
て
は
乾
隆
四
十
九
年
刊
『
鉛
山
縣
志
』
巻
三
、

建
置
、
津
梁
に
、

官
埠
頭
渡
在
河
口
鎮
。
客
籍
鄭
隆
先
、
捐
義
渡
置
田
三
十
畝
、
贈
渡
修

船
、
立
戸
輸
糧
、
嗣
以
要
津
、
一
舟
接
送
維
賑
、
復
募
増
―
―
一
舟
、
往
来
利

清
代
の
路
程
書
で
あ
る
『
天
下
路
程
圏
引
』
巻
一
、
三
一

口
至
福
建
路
に
は
、

鉛
山
縣
、
分
水
関
、
赤
土
舗
、
楊
源
舗
、
黄
柏
舗
、
渭
壊
舗
、
竹
方
橋
、

烏
石
街
、
分
水
嶺
、
黄
連
舗
、
大
湾
街
、
大
安
駅
、
南
嶺
、
小
将
舗
、
楊

(46) 

家
荘
、
挑
嶺
舗
、
沙
湾
、
軍
牙
嶺
、
崇
安
縣
゜

と
分
水
関
か
ら
各
十
里
毎
に
駅
舗
が
あ
り
、
分
水
関
か
ら
崇
安
縣
ま
で
計
百
八

十
里
と
な
る
。
こ
こ
で
は
南
京
か
ら
江
西
省
の
鉛
山
縣
を
経
由
し
て
福
建
省
の

省
都
で
あ
る
福
州
へ
至
る
経
路
が
記
さ
れ
て
い
る
。

左
宗
棠
が
同
治
五
年
十
月
に
記
し
た
奏
摺
に
お
い
て
、

閻
省
出
産
茶
葉
、
先
僅
崇
安
縣
属
之
武
舞
山
一
帯
、
故
有
武
舞
茶
之
名
、

て
い
た
。 (44) 

済
焉
。

と
あ
り
、
官
埠
頭
渡
は
他
縣
の
出
身
で
あ
る
都
隆
先
が
義
田
を
提
供
し
そ
の
収

穫
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
渡
船
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
河
口
鎮
と
福
建
省
の
武
夷
山
市
と
を
結
ぶ
陸
路
は
ど
の
よ

う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

崇
安
縣
星
村
鎮
よ
り
河
口
鎮
へ
の
経
路

①
崇
安
縣
星
村
鎮
よ
り
河
口
鎮
へ
の
経
路

同
治
『
廣
信
府
志
』
巻
一
之
二
、
地
理
、
山
川
、
調
堡
に
、

(45) 

鉛
山
為
八
閾
門
戸
、
車
馬
之
音
、
畳
夜
不
息
。

と
あ
る
よ
う
に
、
江
西
省
の
鉛
山
縣
は
福
建
省
へ
通
ず
る
重
要
な
陸
路
を
有
し

四
六

南
京
由
鉛
山
河



(47) 

歴
在
該
縣
設
官
征
税
放
行
。
之
后
有
再
経
過
各
関
者
、
例
令
照
例
輸
税
。

と
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
崇
安
縣
を
代
表
す
る
産
物
に
武
夷
山
一
帯
で
生
産
さ

れ
る
茶
葉
が
あ
り
武
夷
茶
と
し
て
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。

福
建
省
側
の
武
夷
山
南
麓
で
生
産
さ
れ
た
茶
葉
が
江
西
省
を
経
て
広
東
省
に

搬
出
す
る
行
程
に
関
し
て
は
、

Chinese

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況

河
口
鎮
ま
で
運
搬
さ
れ
る
が
、
武
夷
山
中
の
到
る
慮
か
ら
、
単
に
貴
渓
の

June, 

Reposito
逗

1
8
3
9
,
 
p
p
 1
3
2
~
1
6
8に
恒
四
齢
〖
さ
れ
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^
^
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n
a
m
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m
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s
h
r
u
b
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o
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n
t
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i
e
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料
～
参
考
に
な
る
。
同
〖
事
戸
の
翻
訳
が
『
支
那
叢
報
』

第
八
巻
に
「
茶
樹
綜
説
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
よ
る
と
、

福
建
及
び
江
西
に
産
す
る
茶
を
広
東
へ
輸
送
す
る
交
通
路
は
、
広
東
省
北

部
の
梅
嶺
越
え
の
部
分
と
産
地
の
山
岳
地
帯
か
ら
船
着
場
ま
で
の
短
い
陸

路
と
を
除
け
ば
、
霊
く
水
路
に
よ
る
。
（
中
略
）

茶
は
安
全
に
包
装
さ
れ
た
上
に
更
に
筵
に
包
み
、
記
号
を
附
し
て
先
づ
星

村
の
部
落
に
集
ま
り
、
此
虞
か
ら
貴
渓
の
河
口
に
運
ば
れ
る
。
貴
渓
は
水

源
を
武
夷
山
中
に
発
し
、
郡
陽
湖
に
流
れ
て
行
く
河
流
で
あ
る
。
而
し
て

茶
の
一
部
分
は
陸
路
に
よ
っ
て
郡
陽
湖
東
南
の
地
方
に
あ
る
貨
物
集
散
地

み
な
ら
ず
、
郡
陽
湖
に
流
れ
入
る
幾
多
の
小
河
流
に
よ
っ
て
茶
が
運
び
出

さ
れ
る
と
言
へ
る
で
あ
ろ
う
。
星
村
の
部
落
か
ら
河
口
鎮
ま
で
は
ニ
―

0
(48) 

里
、
更
に
湖
を
廻
っ
て
江
西
省
の
省
都
南
昌
府
ま
で
は
四
九
五
里
で
あ
る
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
星
村
と
は
現
在
福
建
省
武
夷
山
市
に
属
し
て
い
る
。

と
な
り
、

四
七

武
夷
山
脈
に
水
源
を
発
す
る
北
渓
河
が
武
夷
山
市
産
の
崇
陽
鎮
付
近
で
崇
陽
渓

さ
ら
に
下
流
で
は
建
陽
市
で
建
渓
と
な
っ
て
福
建
省
の
省
都
福
州
を

経
て
海
に
到
る
閾
江
に
流
入
す
る
が
、
星
村
鎮
は
崇
陽
渓
に
流
入
す
る
九
曲
渓

に
上
流
部
に
位
置
し
て
い
る
。
九
曲
渓
は
現
在
筏
下
り
で
多
く
の
観
光
客
を
集

め
て
い
る
渓
谷
で
、
星
村
鎮
は
現
在
そ
の
筏
下
り
の
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
。

上
記
の
よ
う
に
清
代
に
広
東
か
ら
欧
米
諸
国
に
輸
出
さ
れ
た
福
建
省
側
の
武

夷
山
系
で
産
出
さ
れ
た
茶
葉
は
一
端
星
村
に
集
荷
さ
れ
陸
路
江
西
省
の
河
口
鎮

ま
で
輸
送
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
中
国
の
研
究
で
も
「
康
熙
初
め
、
我
が
国
の
茶
葉
は
欧
州
へ
の

輸
出
が
開
始
さ
れ
、
茶
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
必
需
品
と
な
っ
た
。
嘉
慶
時
期
に
、

清
朝
廷
は
茶
の
海
上
に
よ
り
南
に
輸
送
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
、
安
徽
、
福

建
等
地
の
茶
は
江
西
鉛
山
縣
河
口
鎮
の
茶
市
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
り
、
河
口

鎮
よ
り
信
江
に
沿
っ
て
西
に
い
た
り
、
韻
江
に
入
っ
て
、
再
び
大
庚
嶺
ま
で
下

り
、
人
力
を
用
い
て
担
い
で
梅
嶺
関
を
越
え
、
再
び
南
雄
よ
り
北
江
に
沿
っ
て

広
州
に
到
り
‘
+
＝
一
行
商
人
を
経
て
輸
出
さ
れ
た
。
長
途
に
わ
た
る
輸
送
は
、

(50) 

商
人
に
や
は
り
利
潤
を
も
た
ら
し
た
。
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
安
徽
、
福
建

の
茶
葉
の
広
州
ま
で
の
輸
送
は
清
朝
の
政
策
と
関
係
が
あ
っ
た
。
他
方
、
イ
ギ

リ
ス
で
の
茶
需
要
の
高
揚
と
も
関
係
し
た
。

一
七
三
九
年
（
乾
隆
四
年
）
当
時
、

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は

B
o
h
e
a
と
呼
称
さ
れ
た
大
量
の
武
夷
茶
を
購
入

(51) 

し
て
い
る
。

な
ぜ
武
夷
山
産
の
茶
葉
が
閻
江
水
系
に
よ
っ
て
福
州
に
輸
送
し
海
運
で
広
東

へ
運
ば
ず
に
、
江
西
省
の
内
陸
河
川
を
利
用
し
て
広
東
に
到
っ
た
の
か
は
、
清



朝
の
政
策
と
関
係
し
た
。
嘉
慶
二
十
二
年
(
-
八
一
七
）
に
両
廣
総
督
の
蒋
餃

鈷
の
奏
称
に
、

福
建
之
武
葬
茶
、
及
由
安
徽
入
浙
江
之
松
羅
茶
、
為
西
洋
夷
人
必
需
之
物
、

而
各
夷
中
、
又
惟
英
吉
利
錯
告
更
多
、
従
前
商
人
悉
由
江
西
内
地
販
売

(52) 

来
聴
゜

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
福
建
武
夷
山
の
茶
葉
は
江
西
省
を
経
て
広
東
に
輸
送

す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

嘉
慶
二
十
二
年
七
月
二
十
六
日
内
閣
奉
上
諭
、
蒋
仮
鈷
奏
請
厳
禁
茶
葉
海

運
一
摺
、
閲
院
商
人
販
運
武
葬
、
松
羅
茶
葉
赴
磨
省
錯
筈
、
向
由
内
河

(53) 

行
走
。

と
あ
る
よ
う
に
、
蒋
枚
鈷
奏
請
の
福
建
茶
の
海
運
に
よ
る
福
建
か
ら
広
東
へ
の

輸
送
を
厳
禁
し
、
江
西
省
を
経
て
内
陸
河
川
で
輸
送
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
嘉

慶
帝
の
上
諭
は
嘉
慶
二
十
二
年
（
一
八
一
七
）
七
月
二
十
六
日
の
も
の
で
あ
っ

こ。t
 し

か
し
、
内
陸
輸
送
よ
り
海
上
輸
送
の
方
が
遥
か
に
便
利
で
あ
る
た
め
、
海

上
輸
送
が
秘
密
裏
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
福
建
浙
江
総
督
董
教
増
の
奏
請

か
ら
も
知
ら
れ
る
。

嘉
慶
二
十
四
年
十
二
月
十
八
日
奉
上
諭
、
董
教
増
奏
、
間
省
夏
門
洋
船
請

初
販
運
茶
葉
一
摺
、
所
奏
甚
属
非
。
是
前
此
閤
浙
等
省
販
葛
茶
葉
、
多
由

海
道
運
往
、
経
蒋
牧
話
以
洋
面
遼
闊
、
漫
無
稽
査
、
恐
有
違
禁
突
帯
等
弊
、

(54) 

奏
請
初
照
薔
例
、
改
由
内
河
行
走
、
業
経
明
降
諭
旨
、
通
行
筋
禁
。

と
あ
る
よ
う
に
、
嘉
慶
二
十
四
年
（
一
八
一
九
）
に
お
い
て
再
度
内
陸
輸
送
を

し
か
し
、
茶
葉
の
沿
海
輸
送
は
、
道
光
元
年
(
-
八
ニ
―
)
五
月
二
十
八
日

の
上
諭
に
お
い
て
も
、

江
海
闊
出
口
茶
船
輿
閤
廣
浙
之
船
、
可
以
利
渉
深
洋
者
不
同
。
…
凡
北
赴

山
東
・
天
津
・
奉
天
等
虞
茶
船
、
初
准
其
納
税
放
行
。
其
向
由
内
河
行
走

(55) 

輸
税
者
、
照
晉
禁
止
出
洋
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
福
建
、
広
東
、
浙
江
の
船
に
よ
る
茶
葉
の
南
へ
の
沿
海
輸
送

は
禁
止
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

②
崇
安
縣
星
村
鎮
に
お
け
る
茶
葉
の
集
荷

武
夷
山
に
お
け
る
茶
葉
の
生
産
に
関
し
て
、
嘉
慶
十
三
年
（
一
八

0
八
）
の

『
崇
安
縣
志
』
巻
二
、
物
産
、
貨
属
、
武
夷
茶
に
、

山
中
土
氣
宜
茶
、
環
九
曲
之
内
、
不
下
数
百
家
、
皆
以
種
茶
為
業
、
歳
所

(56) 

産
数
十
萬
肋
、
水
浮
陸
轄
、
繋
之
四
方
、
而
夷
若
甲
於
海
内
芙
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
武
夷
山
市
の
九
曲
渓
附
近
で
は
茶
葉
の
生
産
に
適
し
生
産
者

が
数
百
家
あ
っ
た
。
生
産
さ
れ
た
茶
葉
は
各
地
に
搬
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

嘉
慶
『
崇
安
縣
志
』
巻
一
、
風
俗
に
、

星
村
茶
市
、
五
方
雑
虞
、
物
債
昂
貴
、
習
尚
奢
淫
、
奴
隷
皆
納
袴
、
執
事

江
西
及
汀
州
人
為
多
、
滝
泉
亦
間
有
之
。
初
春
時
、
筐
盈
於
山
、
揃
蜀
於

路
、
牙
行
佛
宇
、
幾
欲
塞
破
、
五
月
後
、
各
府
餘
棄
、
緊
賭
宿
娼
、
縛
瞬

成
空
飢
寒
、
競
至
鼠
躇
狗
倫
、
往
往
而
有
甚
有
、
白
畳
撹
金
、
緊
嘘
巖
穴
、

(57) 

不
可
不
預
防
也
。

と
あ
り
、
崇
安
縣
の
星
村
に
お
け
る
茶
市
は
各
地
か
ら
人
々
が
参
集
し
た
が
、

確
認
し
て
い
る
。

四
八



特
に
江
西
省
か
ら
、
ま
た
江
西
省
の
瑞
金
と
省
境
を
接
す
る
福
建
省
中
西
部
の

汀
州
な
ど
の
人
々
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
つ
い
で
滝
州
や
泉
州
府
か
ら
の

人
々
が
多
か
っ
た
。
旧
暦
の
初
春
の
頃
に
は
道
々
に
茶
葉
を
運
搬
す
る
籠
な
ど

で
溢
れ
、
取
り
引
き
の
た
め
の
牙
行
な
ど
も
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
五

月
頃
に
は
金
を
得
た
人
々
が
賭
博
に
興
じ
、
娼
妓
を
相
手
と
す
る
な
ど
風
紀
が

乱
れ
る
状
況
が
現
出
し
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
武
夷
茶
の
産
出
に
よ
っ
て
、
崇
安
縣
星
村
で
開
催
さ
れ
る
茶

市
の
た
め
に
毎
年
恒
例
的
な
社
会
風
俗
の
変
調
を
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

武
夷
茶
は
宋
代
よ
り
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
清
代
中
期
の
嘉
慶
時
期
十
九
世

紀
前
半
に
は
全
国
の
み
な
ら
ず
世
界
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
武
夷
茶
の

賑
わ
い
は
茶
市
に
依
拠
し
た
が
、
星
渚
即
ち
星
村
が
最
大
で
あ
っ
た
。

嘉
慶
「
崇
安
縣
志
』
巻
一
、
風
俗
に
は
さ
ら
に
、

土
産
茶
最
多
、
烏
梅
・
姜
黄
・
竹
紙
次
之
、
客
商
摘
貿
至
者
、
絡
繹
不
数

百
萬
、
而
民
不
富
、
蓋
工
作
列
陣
、
皆
他
方
人
、
崇
[
安
]
所
得
者
ヽ
地

(58) 

骨
租
而
已
゜

と
さ
れ
、
崇
安
に
と
り
茶
葉
の
生
産
が
大
き
な
産
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
各

地
か
ら
商
人
が
参
集
し
た
が
、
地
元
に
は
富
が
蓄
積
さ
れ
ず
、
エ
匠
や
商
店
も

他
地
域
の
出
身
者
で
占
有
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
っ
た
。

ま
た
崇
安
の
茶
葉
の
生
産
と
輸
送
の
変
遷
は
、
簡
略
な
が
ら
民
国
一
ー
ニ
年
（
一

九
四
二
）
の
『
崇
安
縣
新
志
』
巻
十
九
、
物
産
に
見
え
、

清
初
、
本
縣
茶
市
在
下
梅
、
星
村
。
道
、
咸
間
、
下
梅
廃
而
赤
石
興
。
紅

茶
、
青
茶
向
由
山
西
客
（
俗
謂
之
西
客
）
至
縣
採
孵
、
運
赴
関
外
鎗
筈
゜

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況

巻

四
九

第
十
四

乾
、
嘉
間
、
蛸
於
毒
東
。
五
口
通
商
後
、
則
由
下
府
、
潮
州
、
廣
州
三
幣

(59) 

至
縣
採
孵
、
而
轄
管
於
福
州
、
油
頭
、
香
港
。

と
あ
り
、
武
夷
山
産
の
茶
を
目
当
て
に
山
西
商
人
が
崇
安
ま
で
来
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
彼
等
も
お
そ
ら
く
山
越
え
で
江
西
省
鉛
山
ま
で
運
ば
せ
、
河
口
鎮

か
ら
水
運
を
利
用
し
て
長
江
水
系
を
利
用
し
て
漢
口
経
て
映
西
、
甘
粛
方
面
か

ら
長
城
以
北
へ
と
販
運
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
乾
隆
嘉
慶
年
間
は
主
に

山
越
え
の
ル
ー
ト
で
広
東
方
面
に
搬
出
さ
れ
て
い
た
が
、
五
港
開
港
以
降
は
閻

江
水
系
を
利
用
し
て
福
州
か
ら
海
上
輸
送
さ
れ
、
広
東
省
北
東
部
の
油
頭
や
香

港
方
面
に
搬
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
星
村
に
お
け
る
茶
葉
の
集
荷
状
況
は
、
『
支
那
省
別
全
誌

福
建
省
』
第
六
編
、
第
一
章
、
福
建
茶
に
見
え
る
。

福
建
産
茶
の
白
眉
た
る
武
夷
茶
は
実
に
崇
安
縣
武
夷
山
麓
に
産
す
る
も
の

に
し
て
、
其
の
山
麓
に
あ
る
星
村
及
び
外
城
よ
り
十
五
支
里
を
距
る
赤
石

街
に
於
て
は
幾
多
の
茶
桟
軒
を
列
ね
茶
季
に
至
る
時
は
本
地
茶
客
の
外
、

福
州
よ
り
来
る
茶
商
の
買
収
所
臨
時
に
設
置
せ
ら
れ
、
買
集
し
た
る
茶
は

手
入
れ
を
な
し
包
装
し
て
福
州
に
下
す
、
星
村
は
単
に
一
寒
村
に
過
ぎ
ざ

る
も
而
も
廣
大
な
る
店
舗
を
構
へ
、
大
規
模
の
茶
取
引
を
行
ふ
は
全
く
茶

業
の
余
澤
な
り
と
云
ふ
べ
し
。

星
村
に
集
散
す
る
製
茶
の
中
、
慧
苑
及
び
姦
石
産
は
良
種
に
し
て
天
心
馬

頭
に
産
す
る
も
の
之
れ
に
次
ぐ
、
其
の
主
な
る
茶
桟
は
永
豊
福
、
福
茂
新
、

同
泰
栄
、
華
記
、
春
裕
稜
、
永
順
、
柄
記
及
永
盛
登
等
に
し
て
、
各
茶
桟

一
箇
年
生
産
高
五
百
箱
乃
至
八
百
箱
な
り
、
一
箱
三
十
斤
と
し
、
四
箱
を



一
捷
と
す
、
製
茶
費
及
び
諸
掛
一
擁
八
両
を
要
し
、
福
州
迄
の
運
賃
四
両

(60) 

を
要
す
と
云
ふ
。

と
あ
り
、

一
九
一

0
年
代
の
調
査
に
お
い
て
星
村
で
集
荷
さ
れ
て
い
た
茶
の
量

が
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
は
閾
江
水
系
に
よ
っ
て
福
州
ま
で
水
運
を
利
用
し
て
輸

送
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
南
京
条
約
締
結
以
前
は
こ
れ
に
類
す
る
量
が
山
越
え

で
江
西
省
鉛
山
河
口
鎮
ま
で
陸
運
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

茶
葉
の
生
産
か
ら
広
州
ま
で
の
輸
出
に
関
係
し
た
商
人
組
織
の
概
略
図
を

『
中
国
茶
業
問
題
』
を
参
考
に
し
て
述
べ
て
み
た
い
。

ー
山
戸
・
茶
戸
一
（
茶
樹
の
栽
培
と
毛
茶
の
粗
製
、
剃
耳
が
茶
葉
の
摘
採
．

耕
種
・
製
造
等
に
従
事
）
↓
一
茶
行
・
茶
販
＿
（
毛
茶
の
仲
買
人
）
↓

一
茶
琥
・
茶
荘
一
（
毛
茶
を
購
入
し
、
輸
出
向
け
に
精
製
す
る
）
↓

一
茶
桟
一

(11よ
り
、
輸
出
商
に
至
る
ま
で
製
茶
の
仲
介
を
本
業
）
↓

凰
外
国
岡
雄

こ
れ
が
、
生
産
か
ら
の
輸
出
ま
で
の
商
人
組
織
の
概
略
図
で
あ
る
。

民
国
『
崇
安
縣
新
志
』
巻
六
、
礼
俗
、
（
二
）
風
俗
、
一
生
活
、
四
職
業
に
、

茶
葉
経
営
均
操
於
下
府
・
廣
州
・
潮
州
―
―
一
幣
之
手
。
（
中
略
）
栽
茶
・
製
茶
・

(62) 

乾
紙
・
榜
紙
・
揮
船
・
推
車
・
拾
輻
、
均
江
西
人
。

と
あ
り
、
民
国
時
代
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
崇
安
縣
で
茶
葉
生
産
の

主
力
は
広
州
や
潮
州
商
人
の
配
下
の
商
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
茶
葉
の
採
集
や

茶
葉
加
工
の
作
業
は
江
西
省
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

嘉
慶
年
間
の
こ
と
で
あ
る
が
、
広
東
省
の
商
人
が
事
実
、
崇
安
縣
星
村
に
茶

葉
を
購
入
に
来
た
事
例
が
知
ら
れ
る
。
嘉
慶
十
三
年
（
一
八

0
八
）
八
月
二
十

四
日
付
け
の
福
建
巡
撫
の
張
師
誠
の
題
本
に
、

廣
東
客
人
僧
寧
隠
等
、
由
原
籍
至
永
安
小
桃
地
方
、
雇
劉
昌
林
船
隻
、
装

載
行
李
銀
両
、
往
崇
安
星
村
買
茶
。
於
嘉
慶
十
三
年
三
月
二
十
五
晩
、
船

泊
建
安
長
坪
村
河
辺
、
被
盗
行
劫
。
…
失
共
値
紋
銀
一
千
六
百
六
十
四

(63) 

両
四
銭
六
分
、
…

と
あ
る
。
こ
の
事
件
の
内
容
は
、
広
東
省
か
ら
星
村
に
茶
を
購
入
に
来
た
商
人

が
、
永
安
縣
の
小
桃
で
船
を
雇
っ
て
崇
安
縣
星
村
に
赴
く
途
中
の
建
安
縣
長
坪

村
付
近
で
盗
賊
に
襲
撃
さ
れ
千
六
百
余
両
を
奪
わ
れ
る
被
害
を
受
け
た
と
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
か
ら
広
東
商
人
が
永
安
縣
ま
で
来
て
、
同
縣
で
傭

船
し
沙
渓
を
下
り
、
現
在
の
南
平
市
に
至
り
、
こ
こ
か
ら
閻
江
上
流
部
に
当
た

る
建
渓
と
さ
ら
に
九
曲
渓
と
を
遡
航
し
て
星
村
ま
で
趣
い
て
茶
葉
を
購
入
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

民
国
『
崇
安
縣
新
志
』
巻
六
、
同
職
業
に
、

娼
妓
一
業
、
明
以
前
無
可
考
見
。
清
初
茶
市
漸
興
、
娼
妓
亦
随
之
而
至
゜

清
末
赤
石
一
隅
、
多
至
七
十
餘
家
。
（
中
略
）
此
輩
均
籟
籍
、
茶
市
一
過
、

(64) 

則
風
流
雲
散
突
。

と
あ
る
よ
う
に
、
崇
安
縣
の
娼
妓
は
茶
市
の
勃
興
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
清
末
の
赤
石
に
は
妓
館
が
七
十
余
家
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

娼
妓
の
多
く
は
韻
籍
す
な
わ
ち
江
西
省
出
身
者
で
占
め
ら
れ
、
茶
市
の
季
節
的

五
〇



な
盛
況
が
お
さ
ま
る
と
彼
女
達
は
帰
郷
す
る
出
稼
ぎ
娼
妓
で
あ
っ
た
こ
と
が
判

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
崇
安
縣
の
賑
わ
い
は
茶
市
の
盛
衰
と
多
い
に
関
係
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

同
書
、
巻
六
、
三
歌
謡
に
、
茶
に
関
す
る
歌
謡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

正
月
採
茶
是
新
年
二
月
採
茶
茶
葉
青
三
月
採
茶
発
芽
四
月
採
茶
茶

葉
黄
五
月
採
茶
茶
葉
濃
六
月
採
茶
緑
洋
洋
七
月
採
茶
笑
嗜
嗜
八

月
採
茶
風
涼
九
月
採
茶
是
重
陽
十
月
採
茶
是
立
冬
十
一
月
採
茶
雨

(65) 

淋
淋
十
二
月
採
茶
雪
諷
諷

と
あ
り
、
崇
安
は
一
年
中
温
暖
な
気
候
で
あ
る
た
め
茶
樹
に
関
す
る
農
作
業
の

絶
え
る
こ
と
が
無
か
っ
た
が
最
も
繁
忙
な
時
期
は
、
茶
葉
の
採
取
期
で
あ
っ
た
。

武
夷
の
茶
葉
に
つ
い
て
、
民
国
『
崇
安
縣
志
』
巻
十
九
、
物
産
、
茶
に
、

武
夷
茶
共
分
両
大
類
、
一
為
紅
茶
、
一
為
青
茶
、
均
非
本
山
所
産
。
本
山

所
産
為
岩
茶
、
岩
茶
離
鵬
青
茶
之
一
種
、
然
輿
普
通
青
茶
有
別
、
其
分
類

為
奇
種
・
名
種
・
小
種
。
至
於
烏
龍
水
仙
、
雖
亦
出
於
本
山
、
然
近
代
始

由
建
甑
移
植
、
非
原
種
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
武
夷
の
加
工
茶
葉
の
古
来
か
ら
の
も
の
は
青
茶
の
中
の
岩
茶

で
あ
っ
た
。
他
の
地
域
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、

道
光
二
十
五
年
（
一
八
四
五
）
序
の
梁
章
距
の
『
蹄
田
瑣
記
』
巻
七
、
品
茶
、

余
僑
寓
浦
城
、
賑
於
得
酒
、
而
易
於
得
茶
。
蓋
浦
城
本
輿
武
夷
接
壌
、
即

浦
産
亦
末
嘗
不
佳
、
而
武
焙
法
、
賓
甲
天
下
。
浦
茶
之
佳
者
、
往
往
轄
運

至
武
夷
加
焙
、
而
其
味
較
勝
、
其
債
亦
頓
増
。
（
中
略
）
沿
至
近
日
、
則
武

夷
之
茶
、
不
腔
而
走
四
方
。
且
毒
東
歳
運
、
番
舶
通
之
外
夷
。
（
中
略
）
武

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況

る。

五

夷
九
曲
之
末
為
星
村
、
繋
茶
者
絣
集
交
易
於
此
。
多
有
販
他
虞
所
産
、
學

(66) 

其
焙
法
、
以
贋
充
者
、
即
武
夷
山
下
人
亦
不
能
孵
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
梁
章
矩
が
崇
安
縣
の
北
に
隣
接
す
る
浦
城
縣
城
に
居
住
し
て

い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
浦
城
縣
で
は
酒
よ
り
も
茶
を
入
手
す
る
こ
と
が
簡

単
で
あ
っ
た
。
浦
城
産
の
茶
葉
は
良
質
で
あ
っ
た
が
焙
法
は
崇
安
縣
で
の
方
が

優
れ
全
国
に
名
を
馳
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
浦
城
縣
産
の
茶
葉
は

崇
安
縣
に
流
入
し
て
、
崇
安
で
の
焙
法
に
よ
り
加
工
さ
れ
武
夷
茶
と
し
て
流
通

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
武
夷
茶
は
全
国
の
み
な
ら
ず
広
州
を
経
て

外
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
武
夷
の
九
曲
渓
の
位
置
す
る
星
村
で
開
か
れ
る
茶

市
に
は
多
く
に
人
々
が
参
集
し
、
ま
た
各
地
で
生
産
さ
れ
た
茶
葉
が
同
地
に
集

荷
さ
れ
同
地
の
優
れ
た
焙
法
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
加
工
技
術
は

武
夷
の
人
で
も
判
別
が
困
難
と
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
梁
章
矩
は
一
八

世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
ま
で
の
武
夷
山
産
の
茶
葉
が
盛
ん
に
広
州
か
ら

欧
米
諸
国
に
向
け
て
輸
出
さ
れ
て
い
た
時
期
の
記
述
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

4ヽ

0

③
武
夷
茶
の
河
口
鎮
ま
で
の
陸
運
状
況

武
夷
山
市
の
星
村
に
集
荷
さ
れ
た
茶
葉
が
江
西
省
河
口
鎮
ま
で
輸
送
さ
れ
る

状
況
は
、
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園② 「茶葉の輸送図」

「上質茶葉の輸送」 「粗製茶葉の輸送」

Robert Fortune, A Journey to the Tea Countries o China ; including Sunl{-lo and the Bohea Hills ; 
I 

I 
with a short notice o the East India Company's tea plantaitions in the Himalaya Mountains, 1852, 
Mildmay Books, London, 1987, pp. 202-203. 

ほ
と
ん
ど
全
て
の
紅
茶
は
広
東
へ
内
陸
行
程
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
る
。
最

初
に
武
夷
山
の
中
腹
に
位
置
す
る
星
村
の
町
で
集
荷
さ
れ
梱
包
さ
れ
る
と
、

同
地
か
ら
筏
に
よ
っ
て
崇
安
縣
に
輸
送
さ
れ
る
が
、
筏
に
は
お
の
お
の
十

二
箱
が
積
載
さ
れ
る
。
そ
れ
は
山
越
え
は
担
ぎ
人
夫
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る

が
、
鉛
山
縣
ま
で
の
経
費
の
か
か
る
行
程
で
あ
り
、
こ
の
旅
程
は
平
均
し

て
八
日
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

鉛
山
縣
か
ら
河
口
鎮
ま
で
小
舟
で
輸
送
す
る
が
、
各
々
二
十
二
箱
を
収
容

で
き
る
。
河
口
鎮
に
お
い
て
大
型
帆
船
に
積
載
し
輸
送
す
る
が
、
そ
れ
は

韻
州
府
ま
で
運
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の
船
に
よ
り
お
お
よ
そ
二
百
箱
が
運
ば(67) 

れ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
籟
州
府
の
町
に
接
近
す
る
と
浅
瀬
が
多
い
。

と
あ
る
よ
う
に
、
星
村
か
ら
筏
で
河
を
下
り
崇
安
に
運
ば
れ
、
崇
安
か
ら
鉛
山

縣
ま
で
お
よ
そ
八
日
か
け
て
人
力
で
運
搬
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ど
の
様
な
様
子
で
崇
安
縣
か
ら
鉛
山
縣
ま
で
運
送
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、
既

(68) 

に
波
多
野
善
大
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
R
o
b
e
r
t
Fortune, A
 Jo
u
r
n
e
y
 to 

the T
e
a
 C
o
u
n
t
r
i
e
s
に
二
種
の
輸
送
形
態
の
図
が
あ
る
の
で
掲
げ
て
み
た
。

茶
箱
に
は
「
君
眉
」
の
漢
字
が
見
え
る
が
、
武
夷
山
の
著
名
な
茶
葉
で
あ
る
「
壽

(69) 

眉
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
か
。
同
書
の
記
述
に
は
、

ク
ー
リ
ー
た
ち
は
た
く
さ
ん
居
て
、
お
茶
の
箱
を
か
つ
い
で
い
た
。
彼
ら

の
多
く
は
箱
を
一
箱
だ
け
運
ん
で
い
た
。
私
が
説
明
し
た
の
は
上
級
の
お

茶
で
、
そ
の
茶
箱
は
旅
の
間
、
地
面
に
接
触
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ

態
で
目
的
地
に
到
着
す
る
。

た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
茶
は
通
常
、
粗
製
茶
よ
り
は
る
か
に
良
い
状

一
箱
を
運
ぶ
場
合
は
以
下
の
方
法
で
運
ば
れ

五



て
い
る
。

2
本
の
竹
を
そ
れ
ぞ
れ
七
フ
ィ
ー
ト
ほ
ど
あ
り
、
両
端
を
堅
く

結
び
つ
け
（
別
の
）
両
端
を
箱
に
固
定
す
る
。
反
対
側
に
三
角
形
を
つ
く

る
よ
う
に
二
本
の
端
を
結
ぶ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ク
ー
リ
ー
が
こ
の
箱
を
運

ぶ
と
き
に
肩
に
載
せ
て
運
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
頭
を
竹
で
作
っ
た
三
角
形

の
中
心
に
な
る
よ
う
に
入
れ
て
肩
に
の
せ
て
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
小
さ
な
木
の
片
は
箱
の
下
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
そ
の
肩
に
載
せ
る

と
き
に
、
容
易
に
シ
ー
ト
と
な
る
よ
う
に
な
る
。
次
の
ス
ケ
ッ
チ
（
図
②
）

は
ど
の
よ
う
な
表
現
よ
り
も
興
味
深
い
様
式
よ
り
も
分
か
り
易
い
イ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
運
ん
で
い
る
ク
ー
リ
ー
が
こ
の
よ
う
な

形
で
休
み
た
い
と
思
っ
た
時
は
、
地
面
の
上
に
竹
の
端
を
付
け
て
竹
を
垂

直
に
持
ち
上
げ
る
。
力
を
か
け
る
こ
と
な
く
こ
の
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
や
り
方
は
山
道
と
か
険
し
い
道
を
行
く
と
き
に
便
利
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
ク
ー
リ
ー
は
休
み
な
し
で
一
定
の
時
間
に
数
ヤ
ー
ド
し
か
運
べ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
も
し
、
こ
こ
で
示
し
た
よ
う
な
や
り
か
た
が
無
か

っ
た
ら
荷
物
は
頻
繁
に
地
面
の
上
に
降
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
宿
屋
や
茶
館
な
ど
で
休
息
す
る
と
き
は
、
こ
の
箱
を
壁
に
向
か

っ
て
立
て
か
け
、
竹
の
端
を
上
に
置
い
て
い
る
。

安
価
な
茶
は
す
べ
て
通
常
の
方
法
で
運
ば
れ
た
。
つ
ま
り
一
人
の
ク
ー
リ

ー
が
肩
の
上
に
竹
を
わ
た
ら
せ
二
つ
の
箱
を
運
ぶ
、
そ
の
両
側
に
一
っ
ず

つ
箱
を
つ
る
し
て
い
る
。
彼
ら
が
休
む
と
き
は
路
上
で
あ
れ
宿
で
あ
れ
、

い
つ
で
も
そ
の
箱
を
地
面
の
上
に
降
ろ
す
の
で
、
そ
の
結
果
と
し
て
箱
は

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況

五

汚
れ
て
、
上
記
の
方
法
で
運
ぶ
よ
り
も
い
い
状
態
で
目
的
地
に
着
く
こ
と

は
無
か
っ
た
。

と
、
上
級
茶
と
粗
製
茶
は
こ
の
よ
う
な
方
法
で
崇
安
縣
か
ら
鉛
山
縣
の
河
口
鎮

ま
で
陸
上
輸
送
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
経
路
は
、
茶
の
輸
送
だ
け
で
な
く
、
江
西
省
か
ら
の
物
産
を
福
建
に
も

た
ら
す
経
路
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
事
例
を
示
す
例
が
次
の
史
料
で
あ
る
。
嘉
慶

十
三
年
(
-
八

0
八
）
十
二
月
二
十
一
日
付
け
の
福
建
浙
江
総
督
の
阿
林
保
の

題
本
に
よ
れ
ば
、

崇
安
縣
通
詳
、
永
春
州
客
民
黄
榜
興
林
保
合
幣
、
往
江
西
省
販
買
磁
器
、

於
嘉
慶
十
三
年
五
月
初
十
日
、
行
至
崇
安
縣
轄
南
源
山
脚
、
被
賊
捨
去
銀

番
衣
物
、
拒
傷
事
主
林
保
。
…
失
共
値
紋
銀
三
千
零
九
十
一
両
九
銭
四

(70) 

分
、
…
失
事
虞
所
、
離
崇
安
縣
城
三
十
五
里
、
離
南
源
嶺
塘
七
里
。
…

と
あ
り
、
福
建
省
泉
州
の
北
西
部
に
あ
る
徳
化
窯
で
知
ら
れ
る
永
春
州
の
人
が

共
同
出
資
の
合
移
形
態
に
よ
っ
て
江
西
省
に
赴
き
磁
器
を
購
入
し
よ
う
と
し
て

紋
銀
等
を
持
参
し
て
崇
安
縣
か
ら
江
西
省
を
目
指
し
て
い
た
所
、
崇
安
縣
城
か

ら
三
十
五
里
の
南
源
嶺
塘
付
近
で
盗
賊
に
襲
わ
れ
所
持
金
三
千
余
両
を
奪
わ
れ

た
の
み
な
ら
ず
傷
害
を
受
け
た
事
件
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
江
西
省
の
磁
器
生
産

地
景
徳
鎮
を
目
指
し
、
崇
安
縣
か
ら
分
水
関
を
経
て
河
口
鎮
に
至
り
、
河
口
鎮

で
乗
船
し
景
徳
鎮
に
赴
く
予
定
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
崇
安
縣
・
分
水

関
・
河
口
鎮
の
経
路
は
重
要
な
商
業
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。

武
夷
山
山
麓
で
生
産
さ
れ
た
茶
葉
が
輸
送
さ
れ
た
経
路
を
確
認
す
る
た
め
、

八
月
二
七
日
、
八
時
三
十
分
に
武
夷
山
市
を
出
発
し
、
次
第
に
山
間
部
に
入
る



道
路
を
進
み
九
時
過
ぎ
に
は
洋
庄
、
九
時
半
に
は
大
安
を
経
過
し
た
（
写
真
①

参
照
）
。
十
時
前
に
は
福
建
省
と
江
西
省
の
省
境
に
当
た
る
江
西
省
分
水
関
に
到

っ
た
。民

国
『
崇
安
縣
志
』
巻
十
三
、
政
治
四
、
建
設
上
、
二
交
通
の
「
本
縣
道
路

概
要
表
」
に
、

「
名
称
」
崇
分
公
路
「
起
屹
点
」
由
縣
城
起
分
水
関
止
「
経
過
著
名

村
鎮
」
洋
荘
・
大
安
「
路
長
」
三
十
八
公
里
「
路
幅
」
平
地
慮
七
・

五
公
尺
、
山
路
虞
四
公
尺
「
土
質
」
砂
土
、
黄
土
「
迂
廻
及
崎
謳
之

状
況
」
大
安
下
五
公
里
、
及
分
水
関
附
近
、
山
琴
崎
嘔
、
路
線
婉
誕
、
上

波
亦
較
大
「
橋
梁
及
渡
河
点
」
大
小
橋
梁
共
二
十
九
坐
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
崇
安
縣
か
ら
分
水
関
ま
で
の
主
要
な
村
鎮
は
洋
荘
と
大
安
で

あ
る
こ
と
は
現
在
も
変
わ
り
が
な
い
。
大
安
か
ら
分
水
関
ま
で
の
道
路
は
「
婉

挺
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
う
ね
う
ね
と
屈
曲
し
て
い
る
状
況
は
現
在
も

同
様
で
あ
る
（
写
真
①
参
照
）
。

福
建
省
と
江
西
省
を
分
か
つ
分
水
関
の
地
理
状
況
は
、
分
水
関
東
北
の
五
虎

(72) 

岡
の
標
高
が
一
八
九
―

m
、
西
南
の
黄
岡
山
が
標
高
ニ
―
五
八

m
あ
る
の
で
分

水
関
の
標
高
は
七

0
0、
八

0
0
m
s
 1
0
0
0
 m近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

行
き
も
帰
り
も
雲
海
の
中
と
言
う
感
じ
で
あ
っ
た
（
写
真
②
参
照
）
。

分
水
関
に
関
し
て
、
嘉
靖
『
江
西
通
志
』
巻
十
、
廣
信
府
、
関
梁
に
、

分
水
関
在
鉛
山
縣
治
南
八
十
里
、
由
極
峻
阻
。
其
水
一
派
南
流
、
入
福

建
崇
安
渓
、
直
抵
子
海
。
一
派
北
流
、
抵
子
江
、
故
名
分
水
。
有
巡
検
司
、

(73) 

為
閾
浙
要
関
。

と
あ
る
。
ま
た
嘉
靖
『
鉛
山
縣
志
』
巻
六
、
関
陰
に
、

分
水
関
去
縣
八
十
里
、
山
脊
峻
阻
、
一
水
南
流
入
海
、

(74) 

有
巡
検
司
。

と
あ
る
。
同
治
『
鉛
山
縣
志
』
巻
二
、
地
理
、
関
に
は
、

分
水
関
、
去
縣
東
南
八
十
里
、
其
水
一
南
流
崇
安
。
一
北
流
鉛
山
、
故
名

巌
轡
峻
絶
、
為
閾
楚
要
衝
、
界
接
崇
安
。
明
正
統
間
、
閾
寇
作
乱
、
於
此

(75) 

設
備
、
入
関
而
西
、
車
盤
塞
為
関
内
要
陰
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
分
水
関
は
そ
の
名
の
通
り
、
南
は
崇
安
縣
即
ち
現
在
の
武
夷

山
市
と
接
し
、
北
は
鉛
山
縣
と
武
夷
山
脈
を
境
に
南
北
を
分
か
つ
地
で
あ
る
。

明
代
の
正
統
年
間
の
閻
寇
と
は
正
統
十
三
年
(
-
四
四
八
）
に
起
こ
っ
た
部
茂

(76) 

七
の
反
乱
の
こ
と
で
あ
る
。
郵
茂
七
の
乱
の
際
に
、
そ
の
勢
力
の
一
部
は
分
水

関
を
経
て
江
西
省
へ
と
勢
力
拡
大
を
計
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
分
水
関
は
歴
史
的

事
件
と
も
関
係
深
い
地
で
あ
る
が
、
武
夷
山
市
と
江
西
省
鉛
山
縣
を
結
ぶ
重
要

な
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
は
現
在
も
か
わ
り
は
無
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

分
水
関
を
経
て
江
西
省
に
入
っ
た
途
端
に
道
路
が
良
く
な
っ
た
。
「
韻
」
即
ち

江
西
省
の
プ
レ
ー
ト
ナ
ン
バ
ー
を
付
け
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
頻
り
に
行
き
交
う
。

江
西
省
側
は
比
較
的
な
だ
ら
か
で
、
農
村
部
の
風
景
が
日
本
の
山
間
部
の
風
景

に
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
十
時
五
分
に
烏
石
を
通
過
す
る
が
、
そ
の

次
の
車
盤
に
つ
い
て
、
先
の
同
治
『
鉛
山
縣
志
』
か
ら
見
て
み
た
い
。

同
治
『
鉛
山
縣
志
』
巻
二
、
地
理
、
彊
域
、
棄
に

車
盤
秦
、
縣
治
南
六
十
里
、
地
名
車
盤
、
有
神
鹿
黒
色
、
毎
出
風
雨
随
之
。

路
接
福
建
分
水
関
界
。
宋
淳
煕
間
、
設
巡
検
司
。
明
洪
武
三
年
裁
革
後
、

五
四

一
水
北
流
入
江
、



(77) 

設
騨
。
（
中
略
）
順
治
己
亥
年
奏
裁
。

と
あ
り
、
車
盤
棄
は
古
く
宋
代
の
淳
熙
年
間
（
一
―
七
四

S
一
―
八
九
）
に
巡

検
司
が
設
け
ら
れ
た
歴
史
の
あ
る
棄
に
由
来
す
る
地
で
あ
る
。

車
盤
を
経
て
十
時
十
一
分
に
五
星
峰
、
十
時
四
十
五
分
稼
軒
、
十
時
五
十
二

分
に
永
平
、
十
一
時
五
分
鉛
山
県
の
標
示
を
見
つ
け
る
。
そ
し
て
十
一
時
半
に

は
鉛
山
市
の
中
心
部
の
黄
岡
山
大
道
に
到
着
し
た
（
写
真
③
参
照
）
。
市
内
で
昼

食
を
済
ま
せ
、
十
二
時
過
ぎ
に
鉛
山
市
の
中
心
部
か
ら
比
較
的
近
い
河
口
鎮
に

到
着
し
、
河
口
鎮
の
信
江
に
面
す
る
硝
頭
（
写
真
④
参
照
）
か
ら
対
岸
を
見
る

が
、
対
岸
に
は
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
の
紀
行
日
記
に
み
る
半
円
形
の
山
が
見
え
（
写

真
⑤
参
照
）
し
か
も
河
幅
が
広
く
水
量
が
多
い
こ
と
が
一
見
で
き
た
。

④
河
口
鎮
の
現
況

現
在
、
河
口
鎮
の
信
江
磯
頭
に
は
鉛
山
縣
人
民
政
府
が
一
九
九
一
年
四
月
に

設
置
し
た
「
河
口
防
洪
工
程
記
」
（
写
真
⑫
参
照
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
同
記

の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

明
初
鉛
河
改
道
、
腫
信
江
子
河
口
、
両
河
航
運
日
繁
、
河
口
遂
成
、
”
貨
緊

八
閾
川
廣
II

、
“
商
賣
雲
屯
雨
集
II

之
重
鎮
、
然
利
興
弊
随
、
河
口
地
勢
低

珪
、
桃
花
水
浪
、
漫
街
浸
衝
、
幾
不
間
年
。
…

と
あ
る
。

河
口
鎮
に
は
明
清
街
と
呼
称
さ
れ
る
人
民
中
路
が
あ
り
、
か
っ
て
明
清
街
に

は
二

0
0
s
=
10 0
の
商
店
が
あ
り
棉
布
や
お
茶
、
様
々
な
商
品
を
扱
う
店
が

一
九
四
九
年
頃
ま
で
存
在
し
た
が
、
現
在
は
建
築
形
式
を
保
存
し
て
住
居
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
（
写
真
⑥
、
⑦
参
照
）
。

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況

五
五

特
徴
的
な
の
は
一
階
部
分
が
際
だ
っ
て
高
く
四

m
程
あ
る
。
殆
ど
が
同
様
の

形
式
で
建
造
さ
れ
て
い
る
。

新
修
の
『
鉛
山
縣
志
』
に
よ
れ
ば
、
河
口
鎮
が
商
業
市
鎮
と
し
て
大
い
に
盛

況
で
あ
っ
た
時
期
に
、
そ
の
取
り
扱
っ
た
主
要
商
品
は
、
紙
、
茶
葉
、
薬
剤
な

ど
で
あ
り
、
五
港
開
港
後
に
河
口
鎮
は
漸
次
衰
退
傾
向
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も

咸
豊
・
同
治
年
間
に
お
い
て
も
江
西
省
東
北
部
の
物
資
の
集
散
地
と
し
て
の
地

位
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
が
あ
り
、
安
徽
人
の
朱
少
峰
が
朱
大
全
と
言
う
網
緞
店

を
、
湖
北
人
が
朱
恰
豊
布
店
、
安
徽
人
が
石
中
玉
南
貨
店
、
豊
城
人
が
陳
隆
昌

廣
貨
店
、
安
徽
人
が
注
同
茂
布
店
が
、
奉
新
人
が
長
安
市
麺
館
を
開
業
し
て
い

る
。
光
緒
年
間
(
-
八
七
五

S
一
九
〇
八
）
に
は
河
口
鎮
に
は
一
九

0
0前
後

の
商
店
が
あ
り
、
民
国
初
年
に
は
二

0
0
0余
家
の
商
店
が
あ
っ
た
。
民
国
ニ

三
年
(
-
九
三
四
）
に
は
河
口
鎮
の
商
店
は
三
八
三
家
に
減
少
し
て
い
た
。
一

九
四
九
年
五
月
に
鉛
山
縣
は
解
放
さ
れ
る
が
、
七
月
に
鉛
山
縣
の
エ
商
科
の
エ

商
登
記
資
料
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
河
口
鎮
で
経
営
を
し
て
い
る
の
は
四
七
軒
、

か
っ
て
営
業
し
て
い
た
が
現
在
は
経
営
し
て
い
な
い
家
が
一
〇
九
七
家
と
さ
れ

(78) 

て
い
る
。

乾
隆
時
代
、
河
口
鎮
に
は
茶
問
屋
に
当
た
る
茶
行
、
茶
荘
が
四
八
家
あ
り
、

い
ず
れ
も
河
に
臨
ん
で
建
築
さ
れ
て
お
り
、
船
に
装
載
す
る
の
に
便
利
な
構
造

に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
茶
行
、
茶
荘
の
中
で
も
饒
、
呂
、
郭
、
荘
の
四
家
が

四
大
金
剛
と
称
せ
ら
れ
た
。
河
口
鎮
に
集
荷
さ
れ
た
茶
葉
は
水
運
で
北
路
は
九

江
を
経
て
武
漢
、
漢
口
方
面
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
、
ロ
シ
ア
方
面
に
搬
出
さ
れ
、
南

(79) 

路
は
江
西
省
内
の
水
運
と
山
越
え
の
陸
路
に
よ
っ
て
広
州
と
搬
出
さ
れ
た
。
四



大
金
剛
の
一
と
さ
れ
る
茶
行
、
茶
荘
の
一
家
と
考
え
ら
れ
る
饒
家
の
伝
記
が
同

治
『
鉛
山
縣
志
』
巻
十
八
、
人
物
、
善
士
、
善
挙
に
見
え
る
。

饒
廷
標
、
琥
養
和
、
施
徳
人
、
國
学
生
、
幼
随
父
懲
、
遷
河
鎮
遂
家
焉
。

標
席
父
資
、
家
日
益
富
、
（
中
略
）
有
李
徳
全
堂
薬
局
、
負
標
二
千
金
、
店

事
将
敗
、
復
貸
千
金
、
不
敷
。
年
又
将
敗
、
又
貸
数
百
金
、
以
維
持
之
。

有
注
侃
珍
開
設
元
有
雑
貨
店
、
負
廣
客
五
萬
、
標
亦
被
累
五
千
、
廣
客
控

縣
追
索
、
時
邑
宰
呉
林
光
、
呼
侃
珍
来
、
将
元
有
・
元
太
二
店
、
抵
帰
饒

姓
、
已
立
契
突
。
…
惟
元
太
帰
標
、
訟
既
結
、
標
見
倶
珍
、
子
身
回
里
、

心
測
然
検
、
還
冗
太
。
…
其
他
慮
積
欠
盈
千
累
萬
、
標
従
未
興
訟
、
亦
不

(80) 

索
追
、
其
待
友
也
。

と
あ
り
、
饒
廷
標
の
名
が
知
ら
れ
る
。
彼
の
本
籍
は
施
徳
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
徽
州
商
人
の
範
疇
に
入
る
父
の
代
に
河
口
鎮
に
移
住
し
て
き
た
。
父
と
彼

の
代
に
巨
額
の
資
産
を
蓄
え
る
こ
と
に
な
り
薬
店
や
雑
貨
店
に
多
額
の
資
金
を

提
供
し
、
そ
の
資
金
の
回
収
を
計
ら
ず
、
さ
ら
に
貸
与
す
る
余
裕
が
あ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
饒
家
の
家
業
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
河

口
鎮
の
状
況
か
ら
考
え
茶
行
、
茶
荘
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
巨
額
な
資
産
を
備
蓄
し
た
茶
行
、
茶
荘
を
河
口
鎮
は
生
み
出
し

た
の
で
あ
る
。

南
京
条
約
に
よ
り
上
海
が
開
港
さ
れ
、
上
海
で
の
茶
貿
易
も
可
能
に
な
っ
た

直
後
の
道
光
二
三
、
二
四
年
(
-
八
四
―
―
-
、
一
八
四
四
）
に
、
上
海
で
茶
葉
を

扱
っ
た
敦
利
琥
の
記
録
に
、
鉛
山
縣
河
口
鎮
の
茶
商
と
見
ら
れ
る
も
の
に
、
李

裕
登
、
学
和
号
、
天
美
号
、
協
泰
号
、
瑞
蘭
号
、
同
興
源
記
等
の
六
家
の
名
が

知
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
天
美
号
は
道
光
二
四
年
九
月
二
六
日
に
六
三
二
箱
を
届

け
て
い
る
。
他
の
日
の
記
録
は
数
箱
か
ら
数
十
箱
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
河
口

鎮
茶
商
の
集
荷
能
力
の
高
さ
が
推
測
さ
れ
る
。

河
口
鎮
の
明
清
街
と
呼
称
さ
れ
る
人
民
中
路
の
中
心
部
に
金
利
合
薬
店
（
写

真
⑧
、
⑪
参
照
）
が
あ
る
。
そ
の
建
築
の
荘
厳
さ
か
ら
、
同
店
の
張
虹
さ
ん
か

ら
聞
く
と
、
一
九
四
九
年
解
放
前
は
何
氏
の
薬
店
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
国
営

の
薬
店
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
店
内
の
建
築
様
式
（
写
真
⑨
、
⑩

参
照
）
に
は
旧
時
に
巨
額
の
建
築
費
を
か
け
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

こ
の
金
利
合
薬
店
に
関
し
て
、
新
修
の
『
鉛
山
縣
志
』
に
詳
細
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
。金

利
合
薬
号
始
業
子
同
治
十
一
年
（
一
八
七
二
）
。
老
板
何
柱
成
、
豊
城

人
、
同
治
八
年
(
-
八
六
九
）
在
河
口
森
昌
徳
薬
号
当
学
徒
、
三
年
満
師
、

(82) 

自
立
門
戸
。

と
あ
る
よ
う
に
、
豊
城
縣
人
の
何
柱
成
が
河
口
鎮
に
あ
っ
た
森
昌
徳
薬
店
で
修

行
を
し
て
三
年
後
に
独
立
し
て
店
を
持
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
廣
信
七
縣
に
は
多

く
の
薬
剤
を
産
出
す
る
の
で
何
柱
成
は
そ
れ
ら
を
購
入
し
て
南
昌
や
薬
剤
市
鎮

と
し
て
有
名
な
樟
樹
鎮
な
ど
で
売
却
し
た
。
彼
は
さ
ら
に
福
建
省
北
部
ま
で
薬

剤
の
購
入
先
を
拡
大
し
、
光
緒
元
年
(
-
八
七
五
）
に
慮
清
照
と
共
同
出
資
で

金
利
合
店
を
開
店
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
分
店
を
三
堡
街
に
お
い
て
開
店

さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
河
口
鎮
の
金
利
合
店
の
建
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼

は
樟
樹
鎮
よ
り
薬
剤
製
造
職
人
を
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
光
緒
十
一
年
(
-
八
八

五
）
に
は
吉
慶
合
と
名
付
け
た
分
店
を
開
店
し
た
が
、
光
緒
十
二
年
（
一
八
八

五
六



上
述
の
よ
う
に
、
清
代
に
廣
州
よ
り
欧
米
に
向
け
て
輸
出
さ
れ
た
福
建
省
の

武
夷
茶
葉
の
集
荷
か
ら
陸
運
に
よ
っ
て
山
越
え
で
江
西
省
鉛
山
縣
河
口
鎮
ま
で

輸
送
さ
れ
た
経
路
及
び
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況
に
つ
い
て
記
し
た
が
、
河
口
鎮

は
清
代
特
に
乾
隆
時
代
か
ら
嘉
慶
、
道
光
時
代
に
か
け
て
繁
栄
し
た
余
韻
が
百

数
十
年
を
経
た
現
在
で
も
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

か
っ
て
茶
葉
が
丁
寧
に
人
力
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
た
現
在
の
武
夷
山
市
よ
り

河
口
鎮
ま
で
の
道
路
は
、
一
部
舗
装
の
立
派
な
道
路
が
あ
る
が
、
ま
だ
車
が
行

き
交
う
の
が
や
っ
と
言
え
る
よ
う
な
道
路
が
多
く
、
と
り
わ
け
福
建
省
側
の
山

間
部
を
経
て
江
西
省
へ
至
る
道
路
の
舗
装
率
が
低
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
内
陸

部
の
江
西
省
は
対
外
活
動
を
行
う
の
に
特
に
物
資
の
輸
送
、
客
運
に
関
し
て
は

周
辺
の
各
省
へ
出
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
か
、
道
路
の
舗
装
率
は
高
い
と
思

わ
れ
た
。

清
代
に
お
い
て
武
夷
山
麓
産
の
茶
葉
を
山
越
え
で
江
西
省
鉛
山
縣
の
河
口
鎮

ま
で
人
力
で
輸
送
し
た
経
路
は
、
現
在
江
西
省
に
と
っ
て
、
逆
に
沿
海
部
の
福

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎖
の
歴
史
と
現
況

四

小

結

六
）
に
慮
清
照
と
別
れ
、
吉
慶
合
は
慮
清
照
が
、
金
利
合
は
何
柱
成
が
経
営
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
民
国
二
四
年
(
-
九
＿
―
-
五
）
六
月
時
点
で
の
金
利
合
の
資

産
は
、
流
動
資
金
が
二
四
万
銀
元
、
房
屋
が
八
棟
、
こ
の
内
河
口
鎮
に
六
棟
が

あ
っ
た
。
民
国
二
六
年
（
一
九
三
七
）
の
雇
員
は
三

0
名
に
達
し
た
の
で
あ

(83) 

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
有
す
る
金
利
合
薬
店
の
建
物
（
写
真
⑧

S
⑪
参
照
）

が
現
在
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
七

建
省
に
出
る
た
め
の
貨
物
輸
送
や
、
客
運
の
た
め
の
重
要
な
交
通
路
の
一
っ
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
回
の
河
口
鎮
へ
の
調
査
に
当
た
り
、
夏
門
大
学
歴
史
研
究
所
楊
國
禎
教
授
、

並
び
に
厘
門
大
学
人
文
学
院
院
長
陳
支
平
教
授
、
福
建
省
社
会
科
学
院
歴
史
研

究
所
徐
暁
望
研
究
員
の
御
教
示
を
得
た
。
ま
た
河
口
鎮
へ
の
調
査
に
際
し
て
は
、

通
訳
と
し
て
台
北
市
文
献
委
員
会
編
纂
の
下
鳳
奎
氏
の
協
力
を
得
た
。
諸
氏
の

ご
協
力
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
と
り
わ
け
楊
國
禎
氏
、
徐
暁
望
氏
は
、
中

国
経
済
史
の
専
門
家
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
夏
門
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
博

依
凌
教
授
等
と
一
九
八

0
年
代
に
河
口
鎮
の
調
査
を
行
な
わ
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
際
の
成
果
の
一
端
が
『
明
清
福
建
社
会
輿
郷
村
経
済
』
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

1

波
多
野
善
大
『
中
国
近
代
工
業
史
の
研
究
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
一
年
五
月
、

第
二
章
「
中
国
輸
出
茶
の
生
産
構
造
ー
ア
ヘ
ン
戦
争
前
に
お
け
る

I
」
八
六

S
一
四
四

頁。
2

『
中
国
交
通
営
運
里
程
図
集
新
世
紀
版
』
人
民
交
通
出
版
社
、
二

0
0
一
年
四
月
、

―
―
九
‘
―
二
五
‘
―
二
八
頁
参
照
。

3

松
浦
章
「
清
代
大
黄
の
販
路
に
つ
い
て
」
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
二

三
輯
、
一
九
九

0
年
三
月
、
五

0
頁。

4

『
通
商
彙
纂
j

明
治
四
十
一
年
第
二
号
、
明
治
四
十
一
年
一
月
十
三
日
発
行
、
六
四

S
六
五
頁
。

5

『
宮
中
樅
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
四
十
三
輯
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
五
年
十
一
月
、

八
0
二
頁
。

6

松
浦
章
「
清
代
大
黄
の
販
路
に
つ
い
て
」
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
二



三
輯
、
五

0
頁。

蒲
放
「
明
清
時
代
樟
樹
薬
業
発
展
初
探
」
『
中
国
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
九

0
年
第

一
期
（
二
月
）
六
五

S
七
0
頁。

7
『
宮
中
樅
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
三
十
九
輯
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
五
年
七
月
、
三

九
0
頁。

8

『
通
商
彙
纂
』
明
治
四
十
一
年
第
二
号
、
六
七
頁
。

9

徐
暁
望
「
河
口
考
察
記
」
『
中
国
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
八
六
年
第
二
期
、
一

0
0

1
 1
0五
頁
。

徐
暁
望
「
明
清
間
浙
籟
辺
区
山
区
経
済
発
展
的
新
趨
勢
」
偲
衣
凌
．
楊
国
禎
主
編
『
明

清
福
建
社
会
輿
郷
村
経
済
』
厘
門
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
八
月
、
一
九
三
ー
ニ
ニ

六
頁
。
徐
暁
望
「
清
代
江
西
農
村
商
品
経
済
的
発
展
」
『
中
国
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九

九
0
年
第
四
期

(
-
0月
）
三

O
S四
0
頁。

薫
放
「
論
明
清
時
期
河
口
鎮
的
発
展
及
其
特
点
」
『
江
西
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会

科
学
版
）
』
一
九
八
九
年
第
三
期
（
総
五
五
期
）
、
六
二

S
六
七
頁
。

施
由
民
「
清
代
及
近
代
河
口
鎮
的
茶
葉
貿
易
」
「
農
業
考
古
』
一
九
九
三
年
第
二
期
、
（
総

I

l

l

 

0
期
）
、
二

0
四
S
二
0
七
頁
。

波
多
野
善
大
『
中
国
近
代
工
業
史
の
研
究
』
第
二
章
「
中
国
輸
出
茶
の
生
産
構
造
ー

ア
ヘ
ン
戦
争
前
に
お
け
る
I
」
に
お
い
て
「
広
東
へ
の
輸
送
」
（
一
―
八

s
―二

0
頁）

に
お
い
て
河
口
鎮
の
地
名
が
見
ら
れ
る
。

陳
慈
玉
『
近
代
中
国
茶
業
的
発
展
輿
世
界
市
場
』
現
代
経
済
探
討
叢
書
、
中
央
研
究

院
経
済
研
究
所
、
一
九
八
二
年
一

0
月
、
第
二
章
、
第
一
節
、
三
茶
産
地
至
通
商
港
的

径
路
、
三
八

S
四
一
頁
。
若
干
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

10

波
多
野
善
大
『
中
国
近
代
工
業
史
の
研
究
』
―
―
九
頁
。

11

『
支
那
省
別
全
誌
第
十
一
巻
江
西
省
』
東
亜
同
文
會
、
一
九
一
八
年
―
二
月
。
一
〇

――

-s 1
0四
頁
。

12

同
治
『
廣
信
府
志
』
中
国
方
志
叢
書
、
華
中
地
方
第
一
〇
六
号
、
成
文
出
版
社
、
（
一
）

六
一
頁
。

13

同
治
『
廣
信
府
志
』
（
一
）
六
一
頁
。

14

同
治
『
鉛
山
縣
志
』
中
国
方
志
叢
書
・
華
中
地
方
・
第
九
―
一
号
、
成
文
出
版
社
、

（
一
）
二
八
五
頁
。

15

同
治
『
鉛
山
縣
志
』
（
一
）
―
-
八
五
頁
。

1
6
乾
隆
八
年
『
鉛
山
縣
志
j
中
国
方
志
叢
書
・
華
中
地
方
•
第
九
0
九
号
、
成
文
出
版

社
、
（
一
）
六
七
頁
。

17

乾
隆
四
十
九
年
『
鉛
山
縣
志
』
中
国
方
志
叢
書
・
華
中
地
方
・
第
九
一

0
号
、
成
文

出
版
社
、
（
一
）
七

0
頁。

18

同
治
『
鉛
山
縣
志
』
中
国
方
志
叢
書
・
華
中
地
方
・
第
九
―
一
号
、
成
文
出
版
社
、

（
一
）
一
三
八
頁
。

19

嘉
靖
『
鉛
山
縣
志
』
天
一
閣
蔵
明
代
方
志
選
刊
続
編
四
六
、
六
八
頁
。

20

康
熙
『
廣
信
府
志
』
中
国
方
志
叢
書
・
華
中
地
方
・
第
九
一
八
号
、
成
文
出
版
社
、

（
一
）
二
八
二
頁
。

21

康
煕
『
鉛
山
縣
志
』
中
国
方
志
叢
書
・
華
中
地
方
・
第
九

0
八
号
、
成
文
出
版
社
、

（
一
）
四
五
頁
。

22

康
熙
『
鉛
山
縣
志
』
（
一
）
四
五

S
四
七
頁
。

2
3
乾
隆
『
廣
信
府
志
」
中
国
方
志
叢
書
・
華
中
地
方
•
第
九
一
九
号
、
成
文
出
版
社
、

（
一
）
―
二

O
S
三
一
頁
。

24

乾
隆
「
廣
信
府
志
』
（
一
）
―
ニ
―
頁
。

25

同
治
『
廣
信
府
志
』
（
一
）
―
-
五
頁
。

2
6
同
治
『
鉛
山
縣
志
』
中
国
方
志
叢
書
·
華
中
地
方
•
第
九
―
一
号
、
成
文
出
版
社
、

（
二
）
四
四
四
頁
。

27

同
治
『
鉛
山
縣
志
』
（
二
）
四
四
四
頁
。

28

『
宮
中
植
薙
正
朝
奏
摺
』
第
二
二
輯
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
七
九
年
八
月
、
六

七
六
頁
。

29

『
宮
中
樵
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
五
輯
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
二
年
九
月
、
三
二

六
頁
。

30

『
明
清
椙
案
』

A
二
六
四
＇
四
一
（
五

l

-

)

、
一
九
九
二
年
六
月
。

31

台
北
・
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵
明
清
史
料
、
登
録
号
一
―
五
六
四
二
。

32

同
治
『
鉛
山
縣
志
』
（
一
）
一
四
五
頁

33

同
治
『
鉛
山
縣
志
』
（
一
）
一
三
九
頁
。

五
八



34

同
治
「
鉛
山
縣
志
』
中
国
方
志
叢
書
・
華
中
地
方
・
第
九
―
一
号
、
成
文
出
版
社
、

（
二
）
五
二
三

S
五
二
五
頁
。

3
5
奈
良
行
博
『
道
教
聖
地
—
中
国
大
陸
踏
査
記
録
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九
八
年
六

月
、
八
五
頁
、

C
'
九。

36

『
支
那
経
済
全
書
』
第
二
輯
、
東
亜
同
文
會
、
一
九

0
七
年
四
月
、
五
三
九
頁
。

37

楊
正
泰
校
注
『
天
下
水
陸
路
程
・
天
下
路
程
圏
引
・
客
商
一
覧
醒
迷
』
山
西
人
民
出

版
社
、
一
九
九
二
年
九
月
、
二

0
三
頁
。

3
8
坂
野
正
高
訳
注
『
中
国
訪
問
使
節
日
記
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
二
七
七
、
一
九
七
五
年

九
月
、
一
八

O
S
一
八
一
頁
。

39

『
中
国
訪
問
使
節
日
記
』
一
八
二
頁
。

40

『
中
国
訪
問
使
節
日
記
』
一
八
四
頁
。

4
1
『
中
国
訪
問
使
節
日
記
j

―
八
四
頁
。

42 
R
o
b
e
r
t
 Fortune, A
 Jo
u
r
n
e
y
 to the T
e
a
 Countries of C
h
i
n
a
 ;
 
including 

S
u
n
g
 ,
 
lo 
a
n
d
 the B
o
h
e
a
 Hills ;
 wi
t
h
 a
 short notice of the E
a
s
t
 India 

C
o
m
p
a
n
y
'
s
 tea plantaitions in 
the H
i
m
a
l
a
y
a
 M
o
u
n
t
a
i
n
s
,
 1852, 
Mild' 

m
a
y
 B
o
o
k
s
,
 L
o
n
d
o
n
,
 1987 ̀

 
pp. 2
0
2
-
2
0
3
.
 

4
3
「
支
那
省
別
全
誌
第
十
一
巻
江
西
省
』
二
五
三
＼
二
五
四
頁
。

44

乾
隆
四
十
九
年
刊
『
鉛
山
縣
志
j

（
一
）
ニ
―

-sニ
ー
ニ
頁
。

4
5
同
治
『
廣
信
府
志
』
（
一
）
九
四
頁
。

46

楊
正
泰
校
注
『
天
下
水
陸
路
程
・
天
下
路
程
圏
引
・
客
商
一
覧
醒
迷
」
四

0
五
頁
。

4
7
左
宗
棠
「
閻
省
征
収
起
運
運
蛸
茶
税
銀
両
未
能
定
額
情
形
摺
」
同
治
五
年
十
月
初
八

日
、
『
左
宗
棠
全
集
・
奏
稿
（
三
）
』
岳
麓
書
社
、
一
九
八
九
年
九
月
、
一
五
八
頁
。

4
8
「
支
那
叢
報
』
第
八
巻
、
丸
善
株
式
会
社
、
一
九
四
二
年
―
二
月
、
ニ
ニ
四

S
ニ
ニ
五

頁。
49

『
福
建
省
地
図
集
』
福
建
省
地
図
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一

0
月
、
五
八

S
五
九
頁
。

「
武
夷
山
旅
滸
図
」
福
建
省
地
図
出
版
社
、
二

0
0
0
年
一
月
第
一
版
第
二
次
印
刷
、

参
照
。

50

許
漁
新
・
呉
承
明
主
編
『
中
国
資
本
主
義
的
萌
芽
』
中
国
資
本
主
義
発
達
史
第
一

巻
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
三
月
、
三
三
一
頁
。

清
代
福
建
輸
出
茶
葉
の
一
集
荷
地
・
江
西
河
口
鎮
の
歴
史
と
現
況

五
九

51 

H
.
B
.
M
o
r器`

T
h
e
 Chronicles of the East India C
o
m
p
a
n
y
 trading to 

C
h
i
n
a
 1635 ,
 1834, 1925, Vol. I, 
p. 2
6
8
.
-
E
l
-
-
l
f
f
l
!
l

碑
血
〖
中
入
皿
叩
症
ゲ
中
、
心
幻

g叩i
『
宙
不Et面
8ハ
ム

司
対
華
貿
易
編
年
史
（
一
六
三
五

S
一
八
三
四
年
）
第
一
、
二
巻
』
中
山
大
学
出
版

社
、
一
九
九
一
年
十
二
月
、
二
六
八
頁
。

5
2
『
毒
海
闊
志
』
巻
十
八
、
茶
之
禁
。

5
3
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
植
』
第
二
十
二
冊
、
廣
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二

0
0
0年
十

一
月
、
二
六
一
頁
。

『
仁
宗
実
録
』
巻
三
二
二
、
嘉
慶
二
十
二
年
七
月
戊
辰
（
二
十
六
日
）
条
参
照
。

54

『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
楷
』
第
二
十
四
冊
、
六
六
四
ー
六
六
五
頁
。

55

『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
植
』
第
二
十
六
冊
、
ニ
ニ

0
頁。

56

嘉
慶
『
崇
安
縣
志
』
巻
二
、
十
五
丁
表
、
本
書
は
上
海
図
書
館
所
蔵
本
（
図
書
番
号

五
五
一
八
ニ
ニ
ー
三
一
）
に
よ
っ
た
。

5
7
嘉
慶
『
崇
安
縣
志
』
巻
一
、
風
俗
、
三
丁
裏

S
四
丁
表
。

5
8
嘉
慶
『
崇
安
縣
志
』
巻
一
、
風
俗
、
三
丁
゜

5
9
同
治
『
崇
安
縣
新
志
』
中
国
方
志
叢
書
・
華
南
地
方
•
第
二
三
八
号
、
成
文
出
版

社
、
（
二
）
五

0
九
頁
。

6
0
『
支
那
省
別
全
誌
第
十
四
巻
福
建
省
』
東
亜
同
文
会
、
一
九
二

0
年
一
月
、
四
五

八
頁
。

6
1
波
多
野
善
大
『
中
国
近
代
工
業
史
の
研
究
』
で
は
、
山
戸
・
茶
荘
（
茶
琥
）
・
行
商
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
九
七
ー
一
三
一
）
。

呉
覚
農
．
苑
和
鉤
著
『
中
国
茶
業
問
題
』
現
代
問
題
叢
書
、
商
務
印
書
館
、
一
九
―
―
―

七
年
、
第
六
章
茶
業
組
織
問
題
、
第
一
節
吾
国
茶
業
組
織
概
況
（
二

0
二
頁
）
及
び
、

同
書
第
六
章
を
翻
訳
し
た
松
崎
芳
郎
訳
「
支
那
茶
業
の
機
構
」
茶
業
組
合
中
央
会
議

所
、
一
九
四

0
年
十
一
月
、
一

1
三
0
頁
及
び
同
書
の
「
現
代
支
那
茶
用
語
解
説
」
一

I

]

三
1
三
八
頁
を
参
考
に
し
た
。

6
2
民
国
『
崇
安
縣
志
』
（
一
）
一
六
二
頁
。

6
3
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵
明
清
史
料
、
登
録
号
―
ニ
ニ
九
一
九
。

64

民
国
『
崇
安
縣
志
』
（
一
）
一
六
二
頁
。

65

民
国
『
崇
安
縣
志
』
（
一
）
一
七
二
貝
゜



一
九
九

0
年
九
月
、
ニ

66

梁
章
距
『
蹄
田
瑣
記
』
清
代
史
料
筆
記
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
八
月
第
一
版
、

一
九
九
七
年
十
二
月
第
二
次
印
刷
、
一
四
五
＼
一
四
六
頁
。

67 
J
o
u
r
n
a
l
 of t
h
e
 R
o
y
a
l
 Asiatic S
o
c
i
e
t
y
 of G
r
e
a
t
 Britain a
n
d
 Ireland, 

vol. 6
,
 
pp. 2
1
4
-
2
1
5
 

6
8
波
多
野
善
大
「
中
国
輸
出
茶
の
生
産
構
造
—
ア
ヘ
ン
戦
争
前
に
お
け
る
ー
」
『
名
古
屋

大
学
文
学
部
研
究
論
集
II
（
史
学
1
)
』
一
九
五
二
年
三
月
、
二

0
二
頁
に
「
崇
安
か
ら

茶
箱
を
か
つ
い
で
武
夷
山
を
こ
え
鉛
山
に
運
ぶ
輸
送
人
夫
」
と
し
て

F
o
r
t
u
n
e
の
著

書
か
ら
の
図
を
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
論
文
を
収
録
さ
れ
た
同
氏
の
『
中
国
近
代
エ

業
史
の
研
究
』
で
は
同
図
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

69 
R
o
b
e
r
t
 Fortune, A
 J
o
u
r
n
e
y
 to t
h
e
 T
e
a
 Countries of C
h
i
n
a
;
 including 

S
u
n
g
 ,
 
lo 
a
n
d
 the 
B
o
h
e
a
 Hills ;
 wi
t
h
 a
 short notice 
of the E
a
s
t
 India 

C
o
m
p
a
n
y
'
s
 tea plantaitions in 
the H
i
m
a
l
a
y
a
 M
o
u
n
t
a
i
n
s
,
 1
8
5
2
 ̀
ア

!Iild'

m
a
y
 B
o
o
k
s
,
 L
o
n
d
o
n
,
 1
9
8
7
,
 
pp. 2
0
2
-
2
0
3
.
 

70

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵
明
清
史
料
、
登
録
号
一
〇
八
五
七
七
゜

71

民
国
『
崇
安
縣
志
』
（
一
）
二
八
七
頁
。

72

『
江
西
省
交
通
旅
滸
地
図
冊
」
中
華
地
図
学
社
、
二

0
0
0
年
九
月
、
一
―

0
頁
参

照。
73

嘉
靖
『
江
西
通
志
J

(
一
）
、
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
・
史
部
一
八
二
j

荘
厳
文
化
事
業

有
限
公
司
、
一
九
九
六
年
八
月
、
四
五
二
頁
。

74

嘉
靖
『
鉛
山
縣
志
」
天
一
閣
蔵
明
代
方
志
選
刊
続
編
四
六
‘
―
二
五
頁
。

75

同
治
『
鉛
山
縣
志
j

(
一
）
一
四
一
頁
。

76
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写真① 武夷山麓付近の風景
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写真② 江西省•福建省の省境＝分水関



写真③ 鉛山縣市内
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写真⑤ 鉛河と対岸
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写真⑥ 河口鎖明清街



写真⑦ 河口鎮明清街
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写真⑧ 河口鎮・金利合





写真⑪ 河口鎮・金利合薬剤棚
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写真⑫ 河口鎮・「河口防洪工程記」
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Since the 18th Century, tea leaves were one of the popular items of exports from 

Guangzhou to Europe and the US in Qing Era. One of the major production sites was 

the south side of Wuyi Shan Mountains, or the foothills in Fujian Province. The tea 

leaves produced there were transported by land over the mountains from Fujian 

Province to Jiangxi Province, headed for the provincial capital Nanchang from 

Hekou-zhen on Qianshan by water transport along Xin—jiang. Then using the water 

transport going upstream along Gan—jiang running north from Guangdong Province, 

they were sent to Nanan-fu, current Daiyu, in Jiangxi Province, then went over the 

mountains again via Meiguan to N anxiong-zhou, current N anxiong City, in Guangdong 

Provinece, and again by water transport reached Guangzhou, loaded into foreign 

vessels in Guangzhou and exported to other countries. 

We planned a field work in Hekou-zhen in Qianshan-xian, to investigate the geo-

graphic situations and the current status of Hekou-zhen in Jiangxi Procince, one of the 

cargo-pickup points of the Fujian tea leaves exported from Guangzhou to Europe and 

the US in Qing Era, and of a part of the transportation route from Wuyi Shan City to 

Hekou-zhen. We started Wuyi Shan City in Fujian Province by car and visited 

Hekou-zhen in Jiangxi Province on August 27, 2001. We could study the history and the 

current status of Hekou-zhen and of the pickup and the transportation by land over the 

mountains to Hekou-zhen in Qianshan in Jiangxi Province of the Wuyi Shan tea leaves 

from Fujian Province exported from Guangzhou to Europe and the US in Qing Era. 

The remainder of the prosperity of Hekou-zhen in Qing Era, especially in Quanlong, Jia 

-qing, and Daoguang periods, is still seen after more than a hundred years. 

In Qing Era, the tea leaves produced in Wuyi Shan were transported over the 

mountains by manpower to Hekou-zhen in Qianshan in Jiangxi Province. The route 

has become one of the important routes for cargo and passenger transportation from 

Jiangxi Procvince to get to Fujian Province by the sea. 


